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木材腐朽木材防鐘防火樹 病
林試技官・農博A5判上製128頁東大講師 A5判上製8痕林試技官・鍔専A5判上製128頁
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林木育種森林理水砂防 木材防腐
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東大講師 A5判上製120頁
戸田良吉著定価220円〒30円荻原貞夫箸定価150円〒30円

田村隆替定価260円〒30円

育 苗木材理 學 森林施業
林試技官

坂口臓著錦辮j駕瀧薑三薯鶉辮ﾕ潟議懲簿雛6澤総
木材炭化測 樹 林
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朝倉書店K内容略目次】第1編測溌学,第2編測樹学,第3編造林,第4編森林利用，
第5編木材加工,第6編林産製造,第7編森林保護,第8編防災学,第9編森
林土木,第10編森林経理,第11編森林の評価第12編森林法規,第13編木材商業 振替口座東京8673電話神田1924
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れているという承松下氏が礎廷していあ松下1号はわ

ずかしがサシボがとれないようである。

松~F1号は発根しやすく，成長が早く，しかも剃樋が

すくれているにかかわらず松下氏によれば儲初は100本

に'本ぐらいしかなかったという｡一蔀の論者鵺ビス
辛な兵庫県へ植えたため気候の影響をうけて変異がおこ

ったように解釈しているが‘これをとりよせたのが明治

の終りでそれほどおおきい蕊異力錨こるとは考えられな

い。いろいろの品種がまじって送られたのを，松下氏が

分類してえらびだしたと解釈できないことはないが，そ

れには”眺方の品種を確実に分類できる人を呼びよせ

･や鑑定してもらぢ以外に解決策はない｡侭潮E地方の品種
よ心もさらにすすんでこまかくわけてあるようにも見え

るが，其の〃ローンであると断言することはできない。

サシキの歴史がわずか、40年であるにしては,"いわゆる
トミススギガ鈴まり広く管及しすぎて､くるようである。

かくのごとく兵庫祭で九州のサシスギから優良品種を

選抜し，熊本県でいわゆるヨシノスギから雲勘杉をえら

びだしたことは，あまりに皮肉であって，それだけ興味

が深いといえる。
典ガザ

宮崎泉東諸県郡穆佐村のムカサスギは，在来のアラカ

ワに比して，おおくの長所を有するということで，すで

に相当広く造林されている。同村小山田の竹本猛氏の厳

父が80へ90年前に隣接せる高岡町一里山から持ちかえ

ったという説は〃これを立証する方法渉ない。

優良品種に関して注意を要ｻｰるの幟，すべての点がす

くれてい湯品種は，とうてい得られないこと壱ある。一

般に材質力淘‐ぐ計1,ているものは成長がおそく，成長が早

いものは概して材麺甥る。また特定の場所に限って，

成績がエいことがある。

古くからサシキを実行してい患地方では，それぞれの

目的にかな5品種をえらびだして造林している。
・ ホスルギ

たとえば富山県石動町附近では，成長が早',､たあポカ

スギを植える入がおおいが，雪の識薯さおいばかりでな

く，造林地によっては生育がわ易いことがあるといわれ

る。これに反して富山采の立山杉は幼時の成長は蛎そい

が雪の害がすぐないゆえ，これを造林する地方がある。

九州地方のサシスギの品種にもそれぞれ得失があ為。
チズ・ ‘ 固 守

，顎興密頭#僕では赤ざしと称して，天然生老令樹の

下枝もしくはf峰性前生稚樹の枝をサシホとして使うた

め,･サシキの歴史は古くても，品種は区別されていな

い。もし品種をわけようとしても，ミシヨウのぱあいと

同じ喧，系統的に分類できないぽかりでなく，むりに品

種をわけることは搾謝紫上まったく鯉意味である｡造
林学は分譲学と違うゆえ，すべての称木をいくつかの品

種にわける必要はなく，経済価値ガ橋ぃ優良品種を選族

優良品種の選抜育成

ｌ
ｌ

ｌ

ｌｌ

ｊ
ｂ

▲

序

’’
1

中村賢太郎

’

才望痘ガワニュウャ

栃木県上都賀郡小来川村新谷の福田孫多氏力清成ぜる

スギのクロ,-ンを紹介して以来これに類似せる仕事に関
＆

心を持っているが,その後見聞したものをつぎに掲げる。

熊本舞池識k源付演霞品雄氏の雲通杉はすでに相当

知られでいる。いわゆるヨシノスギと呼ばれているミシ

ヨウのスギ造林地から選抜したということで’親木は伐

られてし霞って，現在では約25年生のものがもっとも
詣瀦きく，幼令継や洲齪也蓮あわせでも数ヘクタールで

あろうが,本年のさしつけ本数は約3万本に逢うrベ〈,

造林面積は急にふえることガ蝿待される。造休地ではみ

ごとにそろっているが，サシホのとりかたに#唾がある

ためか，苗畑では必ずしも斉ざであるとばいえない。遺

伝質は違わ厳くても，発根ならび瞳斑長の状態によって

形態学的性質が違うように見えることがある。

この地方で広く造林し・q､るアヤスギと比較して，単
木材積画熱3倍に達すると山、5が，直涯がお籍きいだけ

樹冠がひろがっていて単位面積あたりの立木本数ガ浄<

ないゆえ，成長獄を比較するには1haあたりの材穏反

穫を基準とすることが適当である。

霊園杉はとくに幼時の成長がさかんである。アヤスギ
は下枝を十分にひろげてから新芽がのびだすに反し’雲

通杉は枝をのばすことなく高さの成長がさかんであるた

め,幼時における両者の樹形はいちじるしく違っている。

傾斜地でも幹の下部ガ華がらないことがひとつの長所

である｡枝のつきかたにも特徴があり，密林内で下枝が
おちやすい利益がある。

，0年生ごろから開花するものが諸おく，約25年生の
雲通杉は鎧どろくほどたくさんのオバナ蓮つけていた○

な鑪畑“ｵパﾅがついている苗木がおおく'球果
がついているものさえあった。

シソウ

兵庫県宍粟郡富栖村関の穰下仙蔵氏力選抜した松下ユ
ォピ

号以下のトミス鑑ギは宮崎県妖I畔他方産サシスギの造林

地から達成したという。トミススギはかなり広く造休さ

睦
＝

陰

我

、

'
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(筆者） 東京大学農学部教授
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中村：優良品種の選抜育成
r

すればよい。．

要するに成長が事､か，幹の形質がまいか，あるいは

やせ地に育つか,0雪の害力封<ないなど｡の特徴を有する

もの詮えらびだして，これをふやすことガ這要であっ

て,かかる選抜を実行することによつ･と,品漬詮区別す
為ようになったものであろう。すなわちサシキを実行し

ているおおくの地方では，造林の目的にしたがってそれ

ぞれ適当の品種をえらべることが鮨詣きい長所である。

しかしながら真にその目的を達するには繕英樹を選抜し

て，クローンを育成することを理想とする。

同じクローンならば遺伝礎は違わないが，サシホのと

りかたによって発狼性や初めの戊畏がか節ることがある

ゆえ，適当のサシボを使う必要がある。いわゆる続案品．

種はクローンでないとすれば母樹による差異がかなりい

ちじるしいばあいがあるぺく，同じ個体のサシホ相互の

蕊異と，同じ品種の別の個体のサジホ相互の蕊異とを比

較検討識1，ばクローンと赫薬品種との差を理解できる。

箱英樹をえらぶにほ我令以上になっていることが必要

であるゆえ，最初のサシキはかなり困難であるが，おお

くのぱあいには2回目以後はサシキが実行しやすぐな

為。それにして･も毎年おおくのサシホを集めることは容

易でないが,サシホの供給は年舞加速度約に増加するゆ
え，ズギでは精英樹なえらびだしてク戸声ソを育成する

ことは効果がききおきい。

林木の優良品種を選抜育成した功績者に対しては，専

売特許のような制度を設けるか，あるいは林野庁がこれ

を表彰し,かつ藤済的に十分の援助を与え,今後多数の
篤志家があらわれるように協力せられんこと蓮祈る。

なお桐生市中島吾一氏が偶然発見したという巨大ポプ

ラに関しては，現在調査中であって，遠からずその成績

が発表されるであろう。

かくのごとく，サシキのぱあいにはク画一ンを育成で

きる利益がおおきいが，ミシヨウのぼあいには，7弱の

影辨§あるばかりでなく，同じ樹木の7顧と受精して
も，苗木の性質は必ずしも一定でない。すなわち睡秀な
織鱈樹の･タネを使っても，ほんの一部分ではあ馬力遜伝
質力勤つるい苗木があらわれることがある。育苗窪たは育

林の際にきれらをまびきするよう努力すべきであるが，
これらが幼時さかんに成長ｳｰるぱあいには，淘汰が理想

通り蘂行できないことがある。

不良餓欝のタネを使うとぎ，造林成績がわるくなる一

例を，スギに関して東大淡習林報告4§号に発表したが
このぱあいにも幼時の成長はかえってさかんであった。

なお福島膿木戸営林謡広野苗畑の試験埴では，千葉県筒

森国有林塵のアカマツは，津島松や浅間山麓の霧上松に
くらべ為と潤形力鈴るぃ。（山脈昭和27“0月号)。

したがって不良母樹のタネ詮避け,健秀な母樹林（で

きるならばさらに幟澄の精爽獅のタネ奄使うこと力窪
ましい。

サシキのぱあいに，クローンでなく､＜も，いわゆる品

種を差らくぼ十分であるごとく，ミシヨウのぱあいにも

一段には蒋種の糖英樹のタネを母職拐Iにまく必要はな

く3母樹林別に取扱えば十分であろう。ただし従来のご

とくトコガエの際に混同してしまってば，せづかく母樹

林別にまくことがほとんど無意味になるゆ象，造休堆へ

植えるまで母樹林ごとに瞳別すること鯉蕊したい。サ

シキの造林地に数品種が混植されているほどで，母樹林

別に鎧隊することにはお塞ぐの障害があると思うが，そ

の程度の努力を私わなければ，優良母樹休のタネを使う

ことの効果を一般ﾎ鰯に知らせることはできない。

東プ等F葉県演習林の母樹試験地におけるように，母樹

のよしあしによって生育状態がどれほど違うかを実際に

示すならば，母樹を吟味してタネを集めるように努力す

ることを期待できる。

スウェーデンのLindquist教授は糖難(elit匂を

雲麦して，その枝をツギボとして，ツギキを実行し，果

樹園と同じような銅重園を設けることを繼廷し，すでに

スウェーデンでは実行に着手していると述べていたが，

わが国でもタネの遥伝質を十分に吟味するよ5Wこ努力し

なければならない。

しかしながらミシヨウの精謁劉はまだｵっずかし力謹

されていない。

優良造赫地では一斉に育つが,生育がわるいほど優劣

の差がおおきくなるゆえ，竜f鱈しろ造陳不成輝Eにおいて

爆漢樹をえら塁ことが跨りであるといわれるが，わが富

の造休不成繊地には遺伝質がわるいタネを使ったものが

す<なくないことを識'1,てはならない。やせ地に対する

錨性の強いものをえらぷばあいは別として，一般には

かなりこえている剃地で相当の壁育をしている義淋にお

いて精英樹を選按するを可とするであろうデカサキ
外山三郎氏のクロマツ26号木は鳥取染赤碕駅に近い

帽子坂国有林のそばにあって,マツカサおよびタネが大
形で，苗木の成長が早いというが，母樹そのものは孤立
している関係があるにしても,､枝がひろがり幹もまがっ
ている。謂群の色はいくらか福色を帯び，俗にアィグ戸

マツといわれる系統のものである。附近に類似のものが

おおいゆえ，形質がす《･れていて，蕪果もまた比較的お

おきい糟夷樹を選陵できそうIと思う。ただし精英樹は繕
実の分渥がすぐなく，かつタネをとるには不便である。

従来優良品種が紹介されると，苗木やさし穂またはタ

ネの注文鋤鍛到して関係者を苦しめてぃ潟が,選抜する

価値のある精爽樹が存外手近かにあるばあいにおおいこ

とを思いだして,すべての繍錘術渚力轌抜にｴる林木
育種に努力せられんことを切望;-る。
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たがって，この問題に対する考察を欠くことは，経営案

編餓術自体の体系的不全を招くとともに,他方その基
調を見失う結果になる。このような理由からして，われ

われは極めて重要な問題（少くとも経営案編成に従事し

ている者腫とり）であるにも拘：つらず，これまで比較的

等閑視されてきたところの,この改良期の理諭杓基礎を
追求することによって，経営銅柵成上の尭溌に識する必
要芝認める。

改良期について
も

磯舞条蜂蜂
ド ．、

萩野敏雄 2

まず，敦良期の成立酌基礎について述べよう。われわ

れはこの識遭に対し，改良期は法正林思想に基1,,て発生

したものであると答えることができる。改良期はなんら

かの目標を前提としており，その目標に合致するた通に

敦良が行われるものであることは，等蕊上からしても容

易に理解できるところである。それで侭なぜ駕鍾E休思
令

想が欧良期を必要とするかという点については，すでに

筆者が多少言及したところの｢社会経済的角鹿からみた
輪伐期の成立と展開（高知林友第297，298号)」に誠
’，こ坐では一応省略する。

いま，一作業級を組成している森林が不塞の状態鞍

示している場合，なんらかの方法を用いてそれを敵良の

_E，識E林にするということが考えられるが〃そのため

に』一定の期間を要することはいうまでもない。そしてそ

の期間中に適正な収穫規整を行い，そ鯉に基いて適切な

事業が行われることによって，始めて法正状態を実現で
きるのであるが，その期間2域良期にほかならない。こ

のように，改良期は法正林実現のためにのみあるもので

あり，法正を抜きにしてその存在は考えられないざ爽に

法正林造成なる目的達成の生窪技縦，手段の一つが改良

蕊なのである。したがって，このように改良期の存在意

義を与える法正林は，社会科学者の巨峰，マツクス・ウ

ェーバーの説く理想型として把握すべきであって，「理

想」として把掻ｻｰぺきではない。しふるに,現在までの

林学界における思潮は，この両者の峻別化に意を用いて

いない。すなわち，評価的価値判断を捨て，純論理「完

華」を追求することが，当面？窺弗締豊里上における重

雲霧簿であるにも拘わらず,このような勢伏wこあるの
は，森林経理技術の真の発展上決して喜皐べきことでは

ない。しかし，この問題を論ずることは，本稿の趣旨で

はないので他日に譲り，こ上では，一応改良期蘭評脈勺

価値判断の分野におけるものであることのみを指摘する

にとどめて，本題に帰る。

次に唾良する｣とfう謡丙の内容について議しよ
う。吉田正男教授によると，法正林が具備すべき条件

は，a.法正令級分配, b.法正林分配霞p C"法正蓄

", d.法正成長量の4つである。われわれは，以下

この4件と改鱒廟との関係を考察せんとするものである

IIIIIIIIIⅢⅢⅢ川Ⅲ111llilⅢ川IⅢIⅢⅢⅢ1I1ⅢⅢⅢ1lⅡⅢ1IⅢⅢⅢIⅢⅢⅢIⅢⅢlⅢ111Ⅲ111

1

われ鋤は,これから改良期について若干の考察を試
みんとするものであるが，国有林野経営…6蕊（林

相の改良を図るためり必要がある場合には，改良期を設

けることができる。前項の改良期は，当該作業級叉は経

営区の収穫保続を害しない範囲内において，これを定め
るものとする｡）は，この改良期についてふれている条

項である曾叉,改良期と関係のあるものには，同第65条

（標準年伐量は；成長量を基準として，これを定めるも

のとする。但し，現在蓄積ガ涯常蓄積に対して過不足あ

る場合には，正勝蓄積の確保を図るため，成長量を補正

して，標準年伐獄を算定することが壱きる。前項の規定

によりむづかしい場合挺は，面穣を基準として菫伐歎を

算定することができる｡）がある。

筆者は，この改良期をも含めこの従来の経営案編成方

法の内容に，多少の疑問や改正意見詮もつものである

が，それらは経営規程ではっきり取上げられているの

で，その存在に関する理論並びに実際的可否の点は抜き

にして，本稿は与件としての改良期詮どのよ5な_ものと

して把握すべきかについて，少L述べてみたいと思う。

従来，この改良期の理論的基礎について発表されたも

のは比較的少く，これまでに刊行された森林経理学の著

書中でも，全く無視しているものすらある。この原因に

関しては，改良期そのものが学問的対象としての価値の

ないものであるためか，あるいは叉改良期自体が森林経

理部門における自明の与件として考えられているためで

あるのか，いまその何れとも即断し難いが，略ぞそれに

近いものとして取扱われてきたのではないであろうか？

そｵもでは一体,われわれが改良期そのものについて理

論的並びに実際的に考究する必要がないであろうかとい

うに，それに対する現実鮪要求は極めて大きいものがあ

る。すなわち,高知営林局管内に一例を．とる踵らぼ,輪
伐期を憩忌って経理している作業級は比較的少く，改良期

によって収穫識の決定されている場合勵遮めて多い°し
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萩野：､改良期について

が,それにはまず或る一作業級'粉；域良の対嘩外とな
るため紅は，以上4条件のすべてを具備していなければ

ならないか，あるいは叉2～3の条件を備えておれば良

いか，そして又それらの4条件に軽重の差があるのか一

といったような事柄左吟I;R-3-る必要がある。

いまこのことを謡う-るに，まずa (法正令級分配）

は明らかに不法正か否かが;客観的にしかも明確に判定
できるので，改良期な用いる力否かについて有力な判定

塾礎となる。すなわち，机上で標準年伐鐙を求めたり，

収蝉難墜を行ったりするには；極めて有力な武器である

が‘しかし現実に問題となるのは林分そのものであっ

て，それに附随する林令や令級分配ではない。林分の成

長関係の良否の率が総てを鋪するのである。したが，っ

て,経営案紗観在のように相当期間にわたつ宜外業を衝
つた上で寂纏められている以墓現認糸況及びそれを基

としての今後の推移を抜きにして，令級を基として収穫

鍵↓ｻｰるとい5ことはあり得ないし,叉あってはならな
い。したがって，この｢令級分函は或る局限された特

殊事槽のもときは極めて有力ではあるが，少くともわれ

湖噛軽営案編成に際し，それを基として改良の対象を

直接的に定めるということはあり得ない。したがって，

この法正令級分配は，要改良の条件から除かれるべきで

ある。

次にb(法正林分配置）はp aに比べ七客観的にやL

明確さを欠くものではあるが（その時の収穫観濫の関係

による)， しかし具体的に各小班ごとにそのｲ班の林相

改良左行萢香かの判定を行う塾塞となり得る。しかし
ながら，経霊編成上からすれば，このbの厳密な法正

状態を要求すべきでは淡く,主要主伐箇所の事業実行に
附随して，随伴的に早期伐採を有利とする介在的小面積

林分のみを対象とし，それ潅改良することによって法正

1粉･配置を得たものと考えるという程度壱満足う-べきで

あらう。

次にc (法正蓄糊は，これも叉法正令級分配と同様

に法正如何を客観的に，しかも明確に判定できる条件で

ある。そして，更に注目すべきことは, a (錘令"･

配）億一作麹林分の総計が錘状態となっておれば良

いが, bとc塒腱b)は小班ごとのものまでが麺をさ

れるということである。すなわちbほ当然全体について

もい剴つれるべき事柄であるとともに‘小班単位について

も叉いわれるべきである。叉cにしても，．仮に総計分罐

正状態に合致するとしても，各小班ごとに検討した結

果，祁鄙からみれば不海E定あるにも拘わらず，一部の

4週砿の正負が櫛殺してそうなつ:といるとすれば，やはり

該当ｲ班は改良されなければならないが，しかしこれは

jp睡鍵農の分野において是正し得るので問題笹はない。

結局cはaと同様に．作業級全体の法正如何詮問題にす

るものであること勃判明する。したがって’以上の分析

により，aとcは本来一作業級全体の改良を企図する条

件であるので，更正期をもって改良すべきであり’改良

期をもってすべきでないという結論が生れるが’この点

.は更に深く説明しなけれぼならない。

なお, d (法正成長量）はaと同様に考えてよいであ’
ろう。

3

こ上において，一応改良期そのものを明確にするた

め，更正期を問題にしな碗LばならないことLなる｡.す

なわち，両者の異同が論ぜらるべきである。そもそも更

正期動彌いられるのは，カメラルタキセ法及びそがを改

良した方法であるが，この場合更画期が適用されるの

は，．_△作業級林分のすべてである。したがって漂準年伐

量算出式の構成因子は，要改良及び不要改良の如何を間

ｵっず,全休分酋泡含されている。したがって麺郵は’
一方に鱈いて不法正状態を法正状態に引き屍Pすてといふ改

良的作用をもつものではあるが，直懲勺に全林分な更正

の対象としていることからして，輪伐期と同一蝿嶋に入

れるべき期間に他ならない。これは吉田教授が『理論森

林経理判の第3,5頁に述べているように′更正期が．

最初は輪伐期であったという発生上の点からも肯定でき

る。そして一更正期が終了すれば少理論的には法正林が

生れるので，輪伐期で縫理できることになり-'更正期と

輪伐期との間に根薫的な差異はないのである。何となれ

ば，常にその対象は,輪伐期も更正期もともに同一であ．

り，両者間の差異は単に期間の長短に過ぎないからであ

る。次に，更正期が’回限りのものであることはいうま

でもないが，他方改良期はどぅであろうか？

吉田教授は前掲書第271頁において′「我国に鈴いて

設けられる輪伐期範囑に属すべき整理期なるものは,一

時的，1回限りのものとして成立するものであるが云

云」と述べられ,欧良期（旧整理期）が’回限りのもの

であり，輪茂掘と同一の範聴に焼ず‐るものであると説明

されている。しかるに改良期は，輪髭期と異なって全林

分を対象とするものではなく，要敦良鱸（一部'の小

珊のみを取り上げるものである。したがって'若しか
りに或る作業級に溌いて全称分が要欧良林分である場

合，例えば老令未着手天然生林のみの場合に改良期を用

いて更期に収麓するとい弓場合が生じても′それはたま

た霞改良を要す-る林分が－作業級の全林分であるという

結果的一致を意味するに過ぎない。すなわち，結果とし

て改良期が全林分に及んだに過ぎないのである。又，こ

れは改良期と更正期とが,一方は帰納的に,他方侭演縄
的に求められて鯛然一致したものにほかならず，両者の

《
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萩野：改良期について

本質は異なるのである。すなわち,改良期は「抜き出す」

ということに特徴があり，更正期にはそれがなく,､常に

「全細が対象となる。しかもか坐る方策をとることは

班述の如く，全く評価的価値判断に基く便宜的なもので

あるので，欧良期は1回限りで終了するものではなくj

常に（実際問題としては永久に）何回かの回数なも'って

繰り返されるであろう。

以上述べきたったところにより，改良期力轤定（作業

級の一部の林分）の要改良林分のみに用いられるもの毛

あり，輪伐期と異なる範鴫にあるもの，そして1回で政

良を終るのではなく何回も繰り返されるものであること

が判明した。このことを裏書きするものとしては，冒頭
9 ●

に述べた経営規程第62条第2項があるが，その条項は

散良期後直ちに正幣にかえすべきであるとは考えておら

’ず種あて弾力的な内容のものにしてある。そしてこのこ

とは叉,藤島教授も「森林施業計画」の上巻第217頁に

はっきり認めておられ，「第1回の整理期は輪伐期とか

厳りの間隔があっても収穫量の余りに澱変せざらんこと

を期して必要なだけの年数を選び，第2回目に再び一層

輪伐期年数に接近した年数萱採り，次に始めて輪伐期に・

依る如くして令級状態を整うべきものとする」とある。

そもそも既述の如く，更正期は作業級総計力鍵的に

どれだけ不法IEであるかということ詮問題にするのであ

って，蕊改良林分が始めから判明してい患のではない。

すなわち潅鐸的である。しかるに改良期の場合は，始め

から具体的に要改良椛分が存在しているのである。すな

わち帰納的である。そしてほとんど全部の場合が一作業

級内の一部の林分に適用されるのであるが，このことを

蕊灼すると次のよぅになる。

, 対象範囲 所属苓遥条件率↓

錨

基礎左与える役割左果しているに過ぎないのである。そ

して仮にそのような場合に改良期な適用したとしても，

既述の如くそれは偶然に全部が｢抜き出された」だけ壱

あって，両者の差異に何の変更を加えるものでもないの

である。

そして，両者の現実的な現豹淑毒は，更正期が1回限

りのものである性質上,その轍は通常更正期く改良期
となるべきである。すなわち，更正期の年数は更正瓢の

年数より少くなければならない。

以典は改良期と更正期との差異に関してであったが，

両者が同一であるのは，そのいずれも力淋分を敦良して

法正林（時期の長短，方法の差異はあれ）を実現すると

いうその目標であぞり，その点に関してば両者ともにまっ

たく同一である。 ．

4 ，

次に，改良期の適用を受けるところの要改良*燭の具

備#-べき条件について述べよ弓。

このことに関しては馴途のような法正様の4条件をす

べて備えていないからといって,直ちに敵良期を適用す
るといったようにj鑑に考える必要はないと考える。す

なわち，実際問題として経営涛認蔵茂に際して要敬鑓;綴

を決定す為のは，天然生林の中，人工林に霊すべきも

の，人工林中でも不成績のもの，旧識鋤＃地であるため

余りにも林令が高過ぎて過熱となっているもの，そして

叉事寒行の都合上,その林分配置を整理する意味から
伐るものなどの条件である。

そして上記のような条件をもっている林分を要敦良藤

分とみなし，その該当小班を集計じて，改良期間後に続

く､人頭林(通常は）の令級の高下及び令級分配の具合な

どを熟考し，しかも改良期間後の材鎖収穫趣に激変”な

いことを確めてから改良期め年数の決定されるのガ極當

である。 堅

以上のことを要約すれば，直接的には要改良林分は蓄

猿や配置で決定付けられ，箸れを拘束する改良期ば，改

良後の令級分配で決浄とい上得る｡すなわち,改良期
は事後計算的，かつ便宜的なものである。しかもその対

象となるものが，一作業級内の要改良ﾎ{分のみであるの

で，そｵT,を基にして定ああところの標準年伐溌も叉本幡

的なものでなく，便宜的なものとなることは当然であ

る。と坐においてs改良期を用いた標準年伐簸算出式Iま，

現行経営案に基く限り，改良期と関係した項の他雁更腫

不要改良林分間伐の標準年伐量の項を加えなければなら1

ないのである。このことを例示すｵ1,げ次のような式にな

る。 (第3項を毒らるのは,第1分期間伐指定量の命
をもってするのが，理論的には不当であるが，一つの方

鐸b

§

型

垂

）法正成長溌
法正令級分配

法王蓄稜<

／
→
、

↓．
作業級の全林分一一

ﾉｲｰｭ』一茜司沙匙 、‘
要改良*紛髻作業級の全赫分→法正林分配置→改良期

この図式中，改良期がその対象範囲を作業級の全林分

とする場合（全部が老令末着手天然生林などの場合）が

ある鰻このような場合は本来，更正期をもって経理す

べき性質のものなのである。すなわち，か上る場合に改

良期を用いることは自己目標の基調となっている法正林

思想の破壊であり，その否定的結果(一部の人{堰い眼
からみれば合致するというである5が)をもたらすから

である。そして，現在経営案編成にあたり，現実の収穫

規整にか上る形やあるい億それに近い形が多く行われて

も､るとしても，それは他の編成方針に韮いて行われるも

‘のである。すなわち，現行の改良期は通総増伐の合理的

－5－
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萩野：改良期について

法と考えられる｡） ｰ

標耀隼伐量=零溺総十霊良$紛遮隼成長謎2

い。このような問題に対しては，一作業級を幾つかの保

続級に分けることによって解決できる－と考える人が

あるかも知れないが，各保続級内の生産期間が同一でな

ければ循還作業は不可能となることからしても判明する

如く，そのような方法では解決できないのである。

以上種盈述べきたったところにより判明するように，

簡単に､､えば,改良期ば作業級の組成には無関係であ

る。すなつち，改良期は林相や林分配置などを改良する

という現実的要求に基いて設けら載るものであって，将

来の法正林の形をどのようなもの侭二弓冒るｶﾐｰという事

柄とは，なんの関係もなﾙ､。改良期は，樹種,作業種と

は全く無関係であって，ただ現在の林分を質・量及び位

置的に良くしてゆくという点にのみ存在理由があり，作

業級の組成になんら関係めな1,ことは明瞭であって,何
物にも束縛されず〃自由奔放幅現実林況や事業実行関係

などを考慮して定逓られるものなめであるaした力迄て

必要があれげ一ｲ1認に二コ以上の改良期が存在しても

それは作業級の組成左破壊するものではなく，むしろ現

実の収謹規整上の要求を満し得るところの，弾力性のあ

る，より良き経営案へと止鑑j-るところの有効手段とな

り得るのである。

最後にこれらのことを端的に集約しよう。「改良期は

作業級の組成とは無関係であるが，その作馬面漣現われ

るところの属性としての関係概念であり，作業級の補助

手段的位賊を占める暫定的期間である」と。

､ 改良期の問題は，以上の論述を以てしても，まだその
すべてをつくし得たのではない。何となれば，おれわれ‘

の経営案編成鐵術の前に，常に魔術として，そして盲点

として立ちふさがるこの改良期は，今後具体的な編成の

事実においてその本牲を見究めない限り，問題はこれ以

上なんの適毘をも見出し得ないという停滞的現伏に直面．

しているからである。

＋不要改良林分の第1分期間伐指定量
10

な溌捗この第3項につ､､ては，今後経営案で決定した

態麓雰織懸謹聴懸駕震
るべきであることは，こ上に改めてM､5までもないこと

である。

5

以上，欧良期の定義それ,と更正期との異同並びに標

準年伐量などの問題にしついて述べたが，最後に，麓復す

るようではあるが，敦良期のl齢眉について述べるととも

に，改良期は作業級を組成する因子であるか否かについ

てふれてみたいと思う。

これ童で途べきたったと.ころにより更正期は1回限り

であり,しかも全作業級林分を対象とすることにおいて，

輪伐期と同一範嶬に属すること力判明したが，これに反

し改良期は,特這の林分のみ左対象とし,しかも1回限り

のものではなく，何回力繰り返されるものである。ゆえ

に前者の騨冒は輪伐期と同一であるが，後者は非常に異

なる。現実の林分中，どれ（21灘）をどのより（年数）

にして改良するかというのが改良期の締眉であ患。しか

も繰り返し述べるように，改良期は輪伐期と範聴が異な

る。したがって，改烏期は一作業級一改良期であられば

ならないとい5理由を見出し得ない。すなわち，ある作

業級において，改良期が二つ以上設けられてもなんらさ

しつかえないのである｡何となれげ,歓良期は輪伐期と

異なり，あくまでも収穫規整上の見地から決定せられる
べき性質のものであるので，二つ設けなければならない

場合や，或いはそｵ1以上の改良期を必要とする場合の生

ずるのは当然のことだからである。

一例を示そう。－作業級力逢として3団地に分れてお
錘

り，現在未着手天然生林の面積や蓄積にそれぞれ非常に

差があるとする。そして現在いずれも直営生産事業を実

行しており，当分現在程度の薯業分量を各華所ともに

維持してゆきたい場合，それぞれの団地ごとに欧良期を

設けることは，実情に即した方法であるといおねばなら

ない。それを無理して一つの改良鰯Iこしようとすれば4

天然生林力逵笥無くなるまでの期間を敦良期とせざるを

得ないため，天然生林の少い団地は，収穫規整上からし

て人工林を要敦良林分とみなさざるを得なくなる。叉3

団地の平均的な改良期な用いても，それは実憶と合わな

いところの単なる目安を得る程度のものと化し去る。こ

れらの方法がいうgれも不合理であることはいうま･笹もな
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に経費を投入するこど漆必要であり，そうすると50ヘ
クタールづっの面積を毎年植栽することになるであろ

う。との雛な計画が樹てられると，当初には若干荷重な

経費がかかるであろう。即ち先ず道路がつくられ，それ
′

に従ってfI径をも作られて，その土地は網の目の様に幾

つかに区切られる。そして巡視者や署員のために家力建
てられる。だから若しもこの事業計画が一度中断された

とすれば，この当初の費用の大部分とC､うものが浪蜜さ

れてしまうことになる。しかもそれに加5るにその収入

というものは収穫を予定されたものよりも遙かに少<な

ってしまうであろう6と同時にこの計画に期待している

需要者は迷惑してしまうであろう。故に計画の中止は財

政上の不利であると共に社会的に大きな損失となること

を銘記して確実なる計画が樹立されねばならない。

勧告52 ，

山林局に割り当てられる毎年度の予算額は，大体に

於て3年間に森材から所得された平均歳入の少<と
ゾ

も50％に増額されるべきである。

ビルマでは1939～40年に援ける莪赫からの平均歳久

はｴ,400万ルピーであり，そして林業のために使われた、
濯鐙は600万ルピーであった。即ちビルマでは剃築によ

ってえられだ歳入の43％であって，この比率は寧ろ低

くすぎるものである。

1939年に於ける近鰐渚国のこの比率は次の如くなって
いる。

フィリッピン 54％

マレー 56％

ジャパ 84％

しかしタイに於ては搾篶への予算の割当は，穎淋から

の歳入の僅かに25％である。若しもこの勧告の如<に

搾篶予算の割当が増額されるとすれば，それによってよ

り多くの歳入が，5ヶ年以内には期待されるである5．

今,南スマトラのある地域における歳出入に､ついての例

でそれをみると次の如くなっている。

、南スマトラの林業に於ける歳出入（単位ギル〆－）

増額
1937年 19虹年 （4ケ年間に)‘

林業への支出 24,000 38,000 14"000
凋榮からの収入6,000 42"000 36,000
差引損益 -18,qPO+4,000 22,000

（誼1ギﾙ涜一(和蘭貨幣)尚40.2仙=“円，
1937年に於ける支出とは主に林業職員の俸給であり，

19虹年にほより多くの員数が臨時職員として雇傭され

Fいるものである。これは伐採を強度に調整するため
に必要とされたための増員であった。 ・

現在タイに対し勧告されつつあるﾎ鐸予算の増額割当
によって，より充実した林業蘇理をなしうることである
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第3部F･A･O使節団のシャム

称業に対する勧告

第1部及び第2部に於て職説したﾀ照ｲ国の森林と林業

を調査したF･A･0(雷際連合食綱農業機構）の調査団

はきわめて懇切な為次の如き忠告をあたえている。第2

部で紹介したシャムの林業震構はこの勧告に従って従来

のそれに対し或程度の改革を行ったものであろうが，そ

の勧告も叉タイ国の林業を理解するのに非常に興味のあ

るものであう。
勧告はタイ国の農林資源全般に亘るものであり〃林業

に対しては30ケ条余の項目をあげている。その内主な

ものにつき興味あるものを記述することとする。

勧告書はその序に於て，タイ国の林産物の中で重要な

ウェイト篭占めているチークこそは盗産としての大きな

役目をもっていることを述べ,且つ林業という土獅1用
形態の中でも特殊な位置を占めた，しかも長年月を要す

る産業に於て最も重要なる林業経営の「保続性」を力説

し’且つそれこそがとりもなおさず最大の収益をうる基
り

であることを風説している。一時鋤の大き承金員収入を

得んとしてチーク樹を寺べて伐採売却することは，その

重要なタイ国の蕊産な失うことで，それば莫茨な利益を

失うことであるといっている。即ちチーク資源を今一時

腫破壊してしまえぽ，もう今後50年以上というものは

収入が全くえられなくなってしまうであろうからであ

る。

勧告51

政府は林業経営に関し，確乎たる長期詠業政策を持

つべきである。

経営費は長期に豆って均等に支出される場合に於て最

もよい結果がえられるものである｡ ,蛾げ5,000ヘクタ
ールの土地にわたりチーク林地を常時確保する様な計画

が樹てられるとする。兎に角出来るだけ少ない経溌をか

けて長期例えば'00年もの負､期間に診たってこの蘂蕊

垂

』

白

」

‐

(筆者） 林野庁指導部計画課
0
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遠藤：タイ国の森林と林業

う。しかもこれまでの林業は保続生産の原則に基いて収

穫さ淑痙いなかPつたるタイ国ではあまり多量のチークが

伐採されてきており，概して貴重な競原の佃臆は毒過

度に減少してしまっている。金員収入だけでこ奴をみる

と，タイ国の森林からの歳入はユ939年には約300万パ

戸ツ壱あわたのが，1946年には約1J300万バーツにな

っている。

駐）公式交換比率は，1948年使節団が滞在して誘っ

た頃は1弗＝10バーツであったが，自由市場では，約

20バーツ対1弗までに相場秒轍しく｡上下している。

しかしこれらの数字は資本の繊諾を含んでいるもので
あって所得の亥の尺度とはならないものである。木材価

絡の高騰雁よってもまたこの様な数字の増大の要因があ

ったためである。即ち適切な生産をあげる為の政策と

は，歳入に対して著しい損失を差引くことのない穣な方

法を採用することである。それ故に総歳入は，損失によ

る歳入減をきたさない様にすれば非常に多くの純歳入が

えられる穰腫なるであろう。

現在勧告されている如く林業予築の増額割当は，多分

数年間その利益は減少するであろうが,その林業予算に
より過去に於て等閑視された為に惹起されていた損失を

阻止し且つ修復することもまた出来る看あろう。そして

管理詮よくすれif生産力は向上し，数年後に朧きっと徐

徐に歳率鑪加することガ翻待さ期て綴局としては現在
の利益をぱ遥に超過することとなる逵あるろ。

ビルマに於ては1939～40年の政府総支出の約40％

力琳業にあたえられているのに，タイ国ではそれが僅か

1％以下という実に低すぎる数字を示している。

林業こそは，タイ国に於ける最も重要な産業の砦－．つで

ある。戦前は木材の輸出量は金額に於て第4位を占めて

いたが,現在では第2位になっている。木材の国内消擬

趣は莫大なものであり，家屋建築のためには最も多く木

材が使：つれていろ。叉薪や木炭はタイ国の到る処に於て

使用されている。

且｝つ叉保全林の永久的な謹副生はﾀｲ国に於ては極め
て明らかなことである。即ち水田に必硬な水を供論する

河のり調しをよく維持していてくれることである。森林の

よい管理こそタイ国の繁栄にとって密接且つ癖的な関

係をもっているものであると砿うことを如実に示してい
る。

勧告53 一

一直譲に歳入に関係するところの支出については，山

赫局長の独専行爲をよりかなり広い範囲まで許され

るべきであろう。

林業予算が提出され，その重要項目について溌葱さ熱

るが，その予算の饗目での支出は承認された額に全く一

致されねばならない。若し種為の情勢により一}つの喪目

内&で支田の増額が要求言淑たならば，会計制度によって

は他醒菱目内で支出のバランスをとるごとが出来るか

もしれない。この嫌な変更をするには大蔵大臣の許可を

申請極ねばならない。けれども主費目内部における調整

の糸で出来ることであれば,山桃局長の裁量によって出

来るべきである。

予算年度中には予期巷ぬチヤン霊，木材のより利益的

販売をすることが出来る穣な事態が起って来るかもしれ

ない。例えぼ鉄道の拡張によって枕木に対する需要力鑪

大することがある。そうすると山林局は芳干の支出以外

に，罰乃を販売する準備のたあに既定予算に含童れてい

ないところの経我を引き田さねばならなくなるである
二

5。この種の業務の処理については長官の裁量で許可さ

れ為ものである5･けれども長官は，分類された予算鐙

を超過して総額が支出される様な場合は大蔵大臣の同意

を要するが，平常予算提出で許可を得るまでぞの支出を

待たねばならぬ必要はなﾙ､であろう。

勧告54

山林局の現業職員を増加するこ･と。又監督職務につ

いては長官を補佐するところの2人の特別職員を設

けること。

現在，地方局員(DiviSionalforeStmficer)の管理

監督心でいる面積は艤殊の調整をはかるためにはあ蓑り

に大き過ぎる。管理塵域をより小さくしてその数をi2乃
至19に増加すべきであろう。地方局の職員は，特別の任

務を必蕊とする階級の若干の増員途除いては現在の林野

地域にあっては十分と思ｵつれる。

、森林担当区員(ForeStranger)の数はかなり増員さ

れるべきである。現在彼等は適切な調整を実施し･ていく

にはあまりに少すぎる。この欠除は現在の林業磯瀧に於

け愚最も弱点とするところであろう。

勧告‘55

森林管区員(PEgovmcialforestofficers)は彼等

？職務に対しその義務を総て負わされているのであ

る。彼等はそして森詠地方局員め監督鎧揮の下にあ
るべきである。

1

勧告54に述べた如く山林局の現業職員の増員は，タ

イ国林業のより綿密な調整のために緊急的に必要なため

の企画であり，管区員力こ林業以外の他の任務をも担当せ

しめるための増加では決してありえない。

各州地方長官は勿論森林問題に関して最も利害関係を

有しているもの･ぜ，彼等の援助と協力こそば森林管区員

にとって極めて蓉削なものである。他方に於て，職i澗

題は埴方行政区劃とは一致してはいないことがあるため

檸策及びその実施の細笥湾乎項に#ついては森林区員ば

Iへ
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遠藤：タイ国の森林と林業

山林局の裁愛によらねばならない。 ，

勧告5s

タイ国に於ける航空則墨事業については，材業用に

は16,000分の1のものが適当であろう。

航空測量によれげ次の事が容易に承めされるである

5．

1．士測深ﾘ用の一般的地貌

2．森林の土地形状

3．道路開設計画線に沿った隆起物の位置

4．造林誼必要とする裸地の面識状況

5．若干の範囲に於ける森林の生物的購成 ．・

勧告57 ．

タイ国の産業経済に重要な使命，効用を有する森然、

を出来るだけ早急に保全すること。

森桃はそ”緋と保全するための保全林, (PrOtectiVe
FOrests)と林産物の収穫を目的とする生産林(Productive

Forests)とに分けられる。丘陵地や山脈地帯を占める保

安林は河ilの規則的な雅量を確保する効用塗なしてい

る。このことはタイ国にとって，永久的に重要賑問題で

ある。タイ国では水は潅慨その他の目的のために必要で

ある。保全林は土雛の浸蝕，川床や溝堀の沈泥を阻止

し，低地に鮨ける洪水を防止あるいは減退する働きをも

っている。高地地帯の流域の森林は平地挺裳いて必要と

する水量を準備するWこ十分な広さと作用をもっている。

他方丘陵地帯のそれはそ淑程高くはない力浦西季節風を

幾分とも回避す為役目を果している｡適当な雨量でも特
に注意をせねばならない様な緩翁馳舗では別に他の方法

によって保護されることの出来るまでは余備保全地帯に

含めておくべきである。

燕”保全は大部分の人餐にとってはそれ程緊要なも
のとは見えないであろう。しかしそ熱であるにもかかわ

らず誰れでもが職既は極めて必要にして存益なる,ことば
熟知されており，堤防こそは洪水を防ぐために必要笹あ

ることをよくよく知っている。潅漉と洪水とは直接どの

流域面に雨水力輔繍化落ちてゆくかということによってあ

オし程にも逢った作用を及ぼす‘ものであるかということが

わかるである弓。

生産林は木材左生産する自酌のためにあるけれども，
規則的庭河川の$湖'を抑制していることにもあずかって

いる。木材の生産は永久的耕作，あるいは畜産よりも価

値の低い土地利用鮨業軍あることは否必ないこと看あ
る。森林の保全はそれ故により効果的な利用に職合した

ところの土蜘脾1用として限られているものである。即ち

その土馳ガ調＃作するのにはあまりに粗悪である土雛のと

ころに森林が存在しており，叉市場あるいは遣略勧騒弱

であるような土地には癖が存在しているのである。こ

の様なところの土地が生産林として極めて有利に利用さ

れているのである。

タイ菌の生産林は大俸次の4つの型の森林にわけられ

るであろう。

1．チ戸ク林････北部及び中部地方。

2．落紫二羽柿科林･…丘陵地，貧弱な土壌の地方′

未利用の奥地林。
、

3．二次林.…廃棄地…．この二次林はもつと価値あ

る森赫に代るであろう。

4．マングロ庁プ林…沿岸地澁。

生産林として適当な単位面穏は5,000ヘクタールがほ

ぼ最低の経営経済的錘毎あろう。この広さ以下の森林

区劃は，境界線の区劃や維持の餐用が，その森林に対比

してあまりに多過ぎることになるからである。職員饗も

また森林の単位面積が小さいと極度に割高な傾向となる
ものである。

タイ国の土地の約70％は森林ゼあるが,約40％が

絶対的に森林として必要な面糠であり，その50％が生

産糠その残りの50％は保全林として保留されること

ガ泌要である。生産林の面積は約100,000平方キ戸メー

トルであ愚。こ肌は用材や薪炭材を年々2>500万立方米

生産し，タイ国で必要とする獄として適量這ある。タイ

国に於ける森林の保全に関する法令は適当であり，寧ろ

強制的のものではないと考えられるものであろう。緊急

な必要による以外は，明らかに森林として利用すること

の方が有利な土渕瞬1用である様な土地は森林とし矩保残
されるべきである。

山林局は森林の境界綴を拡充する権限をも与えられて

いる。これらは地方長官あるいはその他の政府機関の長

によって監視されており，それが森林とし＜適当である

と認められ異議力漣ら厳い場合はその土地朧森林として

保留されているべき壱あろう。

忍者称に対しては，優良な経営管理が行おｵしているこ

とは誠腫好ましい現状であり，森称所有岩は森林官の勧

告を案行することによく努めている。

勧告58

タイ国の森林賓源について予備的測定が緊急であ
る。

、このことは地方計画を作成するのに極めて役立つもの

、Gある。航空測量によって森林の位濯とその重要な土地

使爾の内容につき予知し得,実施計画を樹掌する場合に

於てその事業を詳細に予測することが出来るであろう。

若し勧告56に示めした如き航空測蕊が森林寮源の測

定と相俟って利用される畷には完全なものが出来るから

林業の発展のために朧極めて有効なものと廷るであろ

う。この方法は世界の他の地方に於ても明らかに役立つ
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遠藤？タ．イ扇の森林と林業

120 95 61 37．0

140 90 66 38．0

（註） この直径の括約陰號から1胎倍の範餌の平
均直径である。 ．

ビルマ，インド，ジヤバに於て使用されている地位級

の分類比較は次の如くである。

ピルマ インド ジャバ

Qualityx～Ⅱ=QualityX =Boniteit4猫～4

.Qualityn'､ダII1 =Quali町立=Boniteit4~31b

市識生をもつところの木材の生産即ち7糎以上の直涯

をもつ材の生産戯は,毎年ヘクタール当り約3.5立方米

である。この中1立方米は用材として，残りは薪炭材と

して，3層積米の生産をしているわけである。

（ヤング細････二羽柿科の樹木．

ヤング樹（即ちDipterocarpusalatus)はタイ国に於

て建築鍼として非常に多く使われており，また輸出もさ

れていてチークに次ぐ有用な潤翼誰幡である。

この樹は主に河堤に沿って生育し，そｵ敵に耕作地帯

にはみ‘られないものである。叉保全林の近くの小）llに沿

っては残っておらず，この樹が郷土を離れて出来るだけ

早く，広く分布すること酋窪ましいものである。

ヤング溝は成長が早く，マレーでは70年生でその周

囲が7沢（210掴ともなり，ヘクタール当り300立方

米もの材積がある。タイでは周囲が250糎を超えたもの

は伐採されている。この樹の更新は容易に行われるもの

で，即ちこの程度の周囲以下の樹でも十分によく種子を

つけるからである。 ．

（常緑樹柳

常緑樹林で最も有用な樹木であるBalanbcarpuShemii

は半島の南部地域にのみ分布しているが,材種の優良な

ものについては照捌の裁霞を執5価値の十分lこあるもの
＝

である。マレーでは超0年で7眼（210極となり，ヘク

タール当り275立方米の材積があるものと推定されてい

る。

常緑樹林に於てはこの他に重要な樹種としては次の如

きものがある。

DipterocarpuscostatuS,D.pil6sus,D6turbinatUs"

HOpeacedbrata,Anisqp"racochinChinensiS,

CotylelobiumlanceOlatum,Lagerstroemiaspp.,

、AInooraspp、

規格にある最小周囲未満(Specifiedminimumgirths)

の樹木に対してI寵伐採茜制限されているけれども，常緑

樹は平均して質は漸次減じつつある。価値のある樹は伐

採されてゆき，同種のものは更新によっては十分に交替

されない状況である。常緑樹林として保残してゆくべき

地域に於ては，この様な減退傾向にあるために，指定ざ

ていることである。

森林詮保存するということは，タイ国のある地方に於

てだけよく実行されている煽敢,ども多くの場合に於ては

森林の境涜態というものは明らかになっていない。これ

らの境界については予備的調査に於て明示されねばなら

．ないことはない｡なぜなれば，河*か分水嶺の様な自然
的境界の一つをとって作業を始めることが出来るからで

ある。その嫌な極く詳細なことについては予備的調査の

場合には今すぐ・に必要なことではなく，実際に於て，詳

細な内容のものを作成する企画は現下の状況ではただ時

間の浪費となるであろう。これらの詳細なことは叉将来

に於て補蝋さ鯉るべきである。これらの予備的調査はバ

ンコックに於ける山林局の塒剃の機関によって計画され

指示されるべきものである。

勧告59

森称の管理経営は，保続的生産の見地にたって行わ

れるべきである。

生産ば森林の価値を減少することなく,毎年の収穫を
最高ならしめることを目的とすべきである。

（チーク銅

タイ国に於けるチークは胸高周囲によって分譲して取

り扱われている。50年前に勧告された折は，周囲が7眼

(2'0掴を超えるとその立木は伐採木として塞這され

た。これは30年看夫為18吋（45糎）だけ毎年周囲が

増加す湯ということ力懇定されていたためである。しか

しこの侭澄は誤であり，天然林では7眼の周囲となるに

は150年を要するものである。即ち鍵初の50年Iこ4眼

（120糎)』次の50竿で2次（60糎）と周囲威3書をな

し，最後の50年では僅に1沢（30極）しか成長しない

ものである。

チークは強い陽樹であるので早期に急激な成長窪する

ものである。天然林に於てはある高さの樹になる傾向が

あり，若い樹は老樹の陰ではよく成長】津,ない｡樹があ,る

一定の高さになるまで彼等は叉その周囲も均しく成長今

る傾向がある。この様な傾向朧ビルマのチークと同穰に

顕著にみられるものである。筒追加的報告をみるとイン

ドやジヤバに於てもこのことが記録されている。これ等

の数字を組み合わせることによりタイ国涯於けるチーク

の平均成長量は次表の如く推測することが出来る。 、

タイに於けるチークの平均成長の比較

樹令←'ﾀｰﾙ当り平均癖蔭 平瀞高本数 (cm)
20 ・ 485 19 20.0

40 245 31 26．0

60 165 ． 40 29．5

80 ． 125 48 32．5

100 105 55 35?0
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遠藤：タイ国の森林と林業

れた更新を行う糠新規の方法を採用する機会力起って来 あに森練及びその樹木につき十分なる注意を払って炭を

ている。 焼くからである。マングローブ林の平均収穫麓は年々へ

常緑樹林は錫鉱山や砂糖工場のための燃料材として準 クタール当り約3～4立方米である。一つの炭窯で約30

騨婁:懸鱒麓離職製蜜蝋纂驚臓蕊葦驚欝難鳥
しめるものとなろう。その森林には約20年の循環期間、薪炭材詮炭焼者に対し借与する場合それと共に地元民
をとること力錨当であろう。仮令二次林の成長は以前と にも供給してやるのに必要な若干の面積をぱ控除して鮨

同じ種類のものがなくても，大体ヘクタール当り100層 いてから借与する様に考噸せねばならないであろう。
積米の収穫が予想されている。工業方面からの要求は長 （薪炭材採取用造練地）

期借地契約によって収獲を得しめるべきであろう。 鉄道の駅やタパー工場及び漁村の議なある地域に於て

（混生二羽柿科樹林） は，薪炭材，ボール及び稲かけ木をとるための特別の需
この混渚林では次の樹種力建林木をなしている。 要というものがある。これらの必要は放置され:亡いる裸
DiPterocarpUstuberculatus(PmJVANG) 地に対するEucalyPtuS(多分E.deglupta)"Casuarma

Dipterocarpusobtusifoliis (HIENG) ． の植栽地附近に最もよくみらi,るものである｡これ品
ShoreaObtusa(TENG) 材を生産すること朧割合によい利益がえられるものであ
Fentacmesiamensis |(RANG). る。15～20年の伐採循環期で予定される収謹はヘクター

この樹群の成銅こはどっちかというと少く，年平均成 ル当り600*(stakes)あ為いは薪炭材で200顧資は(Sta･
長量億ヘクタール当りDipterocarPus種で2立方米,他 ckedmetres)あるであろう.。

(4銅分一WooDLoTs)の2種のものでは1．5立方米である。伐採に適したもの 、

の最小周囲は，前者では150糎であり，後者では100糎 中央部の平坦地や樹木の少い他の地方の農家透は樹木

である。この種類のも･のは種子を豊富につけ，その株は を育てることが厳んに奨励されている。彼等はいろいろ
一般に非常によく龍茅するので更新は容易によく行芳つれ の理由で利用されていないところの半端な，ごく小さい
る。 面積のところでも使用している。例えば稲田の間の畦や

、

この材ば枕木として使用することガ緬当している叉薪 、 堤防などのところにぼSesbaniaspp､を植栽している。

炭材としでは鉄道やタバコ工場，製紙工場に於ける燃料 他の地区でも次の樹種の中，一つあるいは幾つかを利用

に使用さ泌ている｡種蕊の保全称からこの特定濤謹諾に し乱尋ろ。あるいは叉果樹の癖を縦議しているのもあ
対し薪炭材を供絵する場合は注意を払うべきであろう。 る。

（マングローブ林一奴hizoPhoraspp.) Combretumquadrangulare,PitheculobiumdUlce,
．マングローブ林では，一般に同令一斉林がより高い収 SamaneaSaman, Tamarin"indica, Leucaena

穫がえられるので，この林型がよくとられていぁ。それ glauca.
故に更新が出来る穣な伐擬方法を適用する必要がある。 読材やボール用材としてかなりの量が,収穫されて

しかし種子が殆ど垂直に網の中に落下するので同令一斉 いる。又これらの小林分は適当な日陰を作り，家畜の秣
林型をとる様な方法は困難である。若しも淋型が不斉異● 飼料やタン,ニンをとる樹皮,繊維をとる樹皮及び庭園に
令林であれ勝,更新も自然その綴に行われるものである 於て価値ある有機物,天然ﾗｯｸそして果実等が収穫さ
う。なぜなｵしば，シャム湾の周辺では不斉異令林調箇当 ｛れる。

によく分布していて，この様な林分の管理経営は困難な 勧告60
現行森林法及び森林関係法規をより厳正に実施すべものであるからである。最小周囲で1沢となる。､5年か
きてある。

ら12乃至15年を伐採の循環認とすること力鐙当であ
憂潮に亘る幾多の損害は，森林に対する適切なる規制ると勧告されている。それほこの寸法の木炭がバンコッ

､汐に於て需要が最も多いためである。しかし半島の西海 の欠除によって惹起されたものである。若し本勧告に於
農に於けるものでは少くとも20年巻伐採循環期とする て述べられたことがもつと早くから実施されて､龍なら

ば;森林をぱより高度に利用することが出来たである同令林をもつことが好ましいことであろう。

叉次の穣なこと力勧告されといる。即ちマング戸一プ う。

林に於ける炭焼者に対しては長期借地契約をすべきであ ‐勧告81 ．
るということである。炭礎昔は炭窯を築造するのに賓金 森林iこついての利権は公的進歩に役立つことが明ら
の大部分を消識してしまうので彼等の義勝を腰行するた かなもののみに認可されるべきである。
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遠藤：タイ国の森林と林業

それ等の利権については，山林局が政府を代表して譲

与しご，それが公共的サ戸ピスとして明らかに有益な場

合にのみ許可さ＃吋aならない。筒その際考感ずべきは森

林の更新を適確に促進すべき計画を樹立している山林局

の方針に髄]の出来る者に対して利権の譲与をすること
が肝要である。

タイ国の北部,潮b部及び南部には未利用の森林があ

るが，それらの開発にぱ道路，鉄道及び橋梁を建設し，

あるいは特別の施設を建ててそれを利用することが必要

である。その様な未利用林の開発は，公的サービスとな

るものであるから，その森林の利権はその事業を"-I‐分腫

実行しうる意志とその箇駁]左もっている如何なる者にで

も与えられるべきであろう。

:詞侍定の産業では森林の利権について特別の要求をす
ることが出来るであろう。例えば堅実なゼメント製造業
者やその他の勇談材を必要とする鴫鱗産響のタイ国に

とって'齢Iの利益詮もたら弛婚もので溺れば森林の利
権に対する要求は認可されるべき嗜ある。

勧告62

林産協会F．I．0(ForestIndustrialOrganiza･

tion)は能率的な仕事をすることによって更に鰻化

され，組綱上されるであろう。

F･I･O,は正常な企業体として再編成され，強化され

るべきである。なぜなれば，生態は段為少<なるかもし

れず，これまで除外されていたところの森林改良説

(improvementfee)勃噺たに契約に含まれることにな

れば大木材業者は新契約茜結ぶことは好まないかもしれ

ないからきある。それ故にF･1．Dはこれらの森林につ

いての管理を受継ぐ．こととなるであろう。これらの可能

性の観点から主要な転換がF･I･Oによって行われるべ

きである。

即ち，

故に，どの地域でF.I･Oは仕事をするの力遁当である

かを決定すべきであろう。

叉,F．I．Oの俸給や手当は地方業者のそれと同じに

すべきであると考えられる。

トラツクター

材の搬出のたあに象を使用しているが，それに代って

トラツクターを使用すべ<試みてみることは佃殖のある

ことであろう。特に乾燥地に於てはトラクターを使用す

べきである。＃うれども壬の鯛戒を買う場合に催注意が必

要である5．なぜならげトラツクターがI職入されて現地

で使用されるまでに時間がかかるからであり，それまで

の間に木材の価格が下落するかもしれないからである。
勧告63

山林局I圭自から使用すべき木材規格を設けるべきで
ある。

木材の輸出業者は各市場にマッチすると:ころの彼等自

身での規格左もっている｡輸出業都§彼等自身で夫燕適

宜な癖を持とうとしていることは政府として大きなミ

スである。兎角山痢司はタイ国内で彼等自身力蛎用する

ための繍協というものが必鱈であり』しかも輸出する木

材をより価値ずけるためにも必要なことだあ患。現在は

輸出価格は寸法によこつて評価され，品質にはよられて､、

ない。これは非常睦問題のある点である。即ち輸出税や

その他の賦課(curxyencyobligation)が中級材の比率で

課きれるとき，低級材についてばそ域比率で扱うことば

出来ないし，叉他方，農級材はそれに値する割鐵金をも

得られない様な:つけである。

適用されるべき規絡は平均して普通取引されているも

のにずぺきである。1級品とは，扇離吸材のたあ礎つけ

られたグレードであり，その識微殆ど無次点材である

澱僅かの汚点を持つものをも含めている。例えば若し

も無欠点材が110の比率である．とすれば， 1級品､とは

《
〉
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a・損益胃i算書は暦年末に於でバランスされるべきで●100であり, 2級龍は80, 3級品は60となるわけであ
ある。そして投資に対する償却についても同様に る。

扱われるべきである。 勧告64 、

b.支払ほ山林局から受継いだ木材の当初の在荷趣の 税関吏は輸出すべき木材の積荷の評価にあたりては

価絡には相当李くきである。 、 山詠局の援助を得てなさるべきである。

c・一般の税，例えば取引税(royalty),割増料(pre- 山林局を代表する熟練した森林官は‘木材の種類”寸

mium),改良税は山林局腱納久すべきである。 法，最質及び総額についで明示じ，各狩の穣荷を検査し

d. ホ鯏潤は国庫に返還さるべきである。 て報告すべきである。義淋官は同時に韻荷な評価して税

奮･IFOば，1947年に於てチーク材の総溌の33%を 関吏にその報告を提示すべきである。

取り扱い，大木材業者が45％を取り扱った。そしてそ 勧告65

の他の契約者と4許可証所有者とはその残りの22％を 税関吏は正常の貿易業務にかなう様にその規則を邇

取り扱ってい箔。F･I．oはそれ故に班に個人取り扱い 当に調整すべきである。
業者と比較される立場漣あるが,将来の開発に当つでは タイに於ては，木材は若干の遜歩(over-size)をつけ

山林局とコントラクトを結ぷべきであ途山林局はそれ 輸出する習慨になっているが，これは世界市場におり､て

－－－12－皇一
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遠藤：タイ国の森林と林業

大造称計画を樹立し，直ちにその実施を開始すべき

である。それは先ず交逼の便のよい既開発の地域か

ら集中的に行われるべきである。

過去10ケ年間に於ける試験的造林によ‘って有益なる

経験力噸まれ,次の如き観察が行われている。
○チーク(Tectonagran"S)

一生鑿苗を利用するところのTam]gyaSystelnは最

も適当とされている。Leucaenaglanca~Teph'soSia

canadiaの並木はその適切な証明となるものであろう。

Taungyasystemの特長ある形式とは，実生苗，造

林された樹苗及び耕作物胤いう認も同一地謹占めている
ことである。1乃至2年の間には耕作地は職『すべき桃

木にとって代られることになるので篝羨はその他の雲也

に糎動鐸する。

○Casuarinaequisetifolia&C.cuninghamia
間隔は4×4米より密植する方が多分より安全な欝閉

を与えるであろう。Cag"Siameaと混請することも窯

た価誼のある獄みであ為。

OCeriopsroxburghiana
この遣榊談50×5q糎よりももつと密捕すべきである。

叉次の如き樹種の造林についても試みられているであ
ろう。

AIeurites,moniana,OChromabicolor(balsa),Afzelia:

bakeri, Fragmea fragrans,rt画幻|Carupsmacrocar-

pus,DalbergiacochinchinesisaEucalyptuSs".
Diperocarpusの幼苗は(Balanocarpushemii,Di-

ptemcarpusalatuspD.pilosuS,Hopeaodorata蓋含

む）10米間隔で並木をなして東西に走っている森林の木
陰に造林さるべきである。

勧告69

天然更新は，人エ植栽よ．りも経養が安く且つ人エ植
栽の効果が薄い場合に行うことである。

ﾁｰｸの場合には伐採の方法諺改良する必要がある。
経菱の点に於ても敦良方法の方が択伐法と同時に行われ

る場合でも少くてすむものである。

マングローブ林では，有用な樹赫にあってはよく実潅

つける騒樹を保残すべきである。

Dipterocarpus (二羽府嗣櫛はタイでは豊富に種子

をつけ為樹種雷ある｡.けれども常緑樹林では2，3の若

1,､Dipterocarpus樹は下木の競争が非常に烈しいの壷

常緑樹林を伐採する2年前にその下木蓮伐採してしまろ
ことが適当である。と同時にKeytreeの如き我々の欲

しない樹あるいは更新を妨げる様な樹木は有害であるか

ら，それ等を伐採することは若樹にとってよい結果と機
会をあたえることになる。叉伐採銭も若い樹は他の無用

の樹との競争に対して進ん壱保護することが必要であ

よい評判をタイ国産材に与えている陵向にあることは誠

に好ましいことである。厳密に正確な測定を主張するこ

とば税関吏の立場における近視的政策定あろう。 、

タイ国腫於ては又輸出される丸太について特定の測定

基準が必要とされるであろう。多くの輩ちまちな測定方

法2宅所で使用されている故に，若しも一定の基準とな

鶏測定方法が輸出材についてとられなければ混乱ガ篭起

されるであろう。

勧告66

ロイアリテイ(Royalty)を評価する方法は大いに

単純化されること。

（註)，伐採材に対し課きれる利権に対する手擁｝と
いうか，取引税というものであろう。

現在の”イアリテイに関する規定低あまりに数が多く

謹雑で取り扱いにくいものである。それ等は改正書ｵ蝉

純化されるべきである。約5クラスとなやている画イア

リテイと類似的に木材のあらゆる種類を分類する鯛こす

べきである。一般に画イアリテイ侭市場価絡と一致ぎれ

ているべきである。それは筏，ポ.－聯，主要道路や駅頭

の運搬が開始される処に於ける木材の価格の約10％で

あるべきであろう。山林局長官は支払われるべきロイア

リテイの顎詮決定すべき権限を有しており，それは公表

されるべきものである。長官は叉その丸太を核数,測定

する検査鰯を公示すべき樵限を有している。

勧告67

山林局長官は，法に基いてすべての伐採材に森誌改

頁税を賦課すべき権限をあたえられるべきであろ
う。

改良税やロイアリテイは個々の業務取引によって麦

携われるものであろう。

叉長官は森林の生産性を堀加すべき計画のために改

頁税として徴収された総額を使用すべき権限があた

えられるべきである。

これ等の準備が環鐵予われつつあり，法律によって当

然法的に権限を与えらるべきである。ジヤパやスマトラ

に於てはロイアリテイや改良説は木材価絡の20％腰相

当するものが一件一件の取引の内に含められている。こ

の総額の半部は蓑本の使用礎対する賃撰払いにあてら

れ，その余りの半部は伐採された地域の更新に使用きれ

ている。これは安全なる準備をするためである。それ故

にシャムに於てもまた，改良税とロイアリテイとは犬体

等しくあるく堂こと勃溌議される。政府と契約を翻結し
ている木材業者は現在提議されている散良税や戸イアリ

テイを好意をもって支拭5であろうということは十分想

像されることであ為。

勧告68
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遠藤：タイ国の森林と林業 匙

る。これらのスケヂユールの実施については契約者と山 その処理を行う塞ぎ責任を政府を代表してなすべきであ
林局との間の密接な協力が要求されることである。小面 る。

積地区や未開発地椿の場合には種子をつけた母樹を約3 通幣のロイアリテイは伐採されて販売されるところの

分のユは保存すべ<約定すれば充分であろう。 あらゆる木材につﾙ､て支払われるぺきであることは理解
混生二羽柿科樹林の瀬は,卿§よく顔芽するから競 される｡叉許可のための手数料は少いこと力窪ましいこ

争する下木を規則的に焼却することによって容易にする とであろう。そうすることこそは，政府が許可した土地
ことができる。 に対し責任を引受け，そしてその土地の使用について調

勧告70 整しうる撫剰を痔つという考え方を拡あるのに有利にな

ゴム，シンコナ樹皮，タング油，ベンゼン泊の如き るであるら。
樹木から得られる特殊椋産物に関する生産計画を農一 出来るだけ早急に森林調査が行われて境源線を明瞭に
称省の責任に於て樹立されるべきである。 し，その調査対象内のあらゆる土地は山林局の管理調整

これやの特産樹の栽培はヘクタール当り多くの経費を の下に置かれるべきである。
要し,且つ二股の漁林に於て必要とされるよりもより精 ‘勧告75

細な注意を必要とする｡又特殊な知識として一般の森林 勧告昭に於ける如く,耕作の許可を与える場合，
官力誇っていない議な事柄が必要である。けれども鍵等 地方長官は森林て覆われたその地域あるいは二次糠
はこれらの計画を実施する小試験地を世話することは可 のその地域を新たに耕作地とする爲に伐採すること
能であろう。（これらの塒識淋産物に対する織Iの要求 によってその耕f乍を保証することが出来るほど立木
はこの報告では蕊論しない） がよく繁茂しているところであるということを礎め

勧告71 なばならない。

逢法の伐採や窃盗をもつと張力に抑止すべきであ 地方長官による許可には．永久に耕作地とすべきもの
る。

あるいば移璽餓作地として開墾されるものとがある。後

違法な伐採によって惹起される森林の被害はなかなか 者につい筵はあまり庭々の繰返し伐採を行っている土地
多いものである。北部タイのTJeRSeeSに於ては伐採丸 の場合や地方の回復の不十分な期間には望ましくない。
太の2割にも及ぶ数澄が窃盗によって失われていると報 そうでないと，より進んだ耕作地とすることをば妨げた
告されている。丸太は河を流送する全行程に於て盗まれ り,森林の更新な阻害するところのインペラタア(Impe-
るげれども窃盗の大部分は丸太力罐に組まれる前に起る rata) ,にまってその土地は侵害されるおそれがあるから
のである。 ′ である。 、

勧告72 地方長官は許可件数を制限することによってこれを防

人エ造林地を火災から保護すべきである。 止すべきである。耕作ほすべての樹木が破壊されるの
毎年，チーク林や混生二羽柿科樹林に於て必ずの様に で，天然更新の見込みがないという穣なことがあるかも

火災力琵生し，その為に莫大な災害を蒙るけれどもチー し私ない。若しもその土地力城蕊されたならげ樹木を直
クや二羽柿科樹の如き耐火樹による防火の効果は姥較的 ちに植栽する準備がなされねばならないであろう。そう
に有効な状態にある。筒火によって痛められた若樹はそ しないとすぐ放棄された畑にインペラダアが侵入する力、
の被害をうけた根蕃留めてそこからその後強力に萠芽 もしれな､､からである。
し,真直な幹溌廻證すものである。 新たな土地を耕作すべき許可は，その前の所有が優良

勧告73 ， な状態にあったものだけに与えられるであろう。◇

造林地を家畜の害から保護すること。 増大Iﾉつつぁ燕統制業務の場合に山林局は多くの人員
GEIErinaの造林地は特に害をうけ易い。ボールや薪 を雇傭する必要があろう。これは耕作地に転換する仕事

炭を必要とする地方の農家はこの造林地から家畜を追出 に従事することがあまり有利ではない人々に対し有益な
して，山林局の指導に協力することは彼等にとって利益 仕凄を与える機会となるであろう。
となることを教示すべきである。叉，サボテンや竜舌蘭 勧告76

の生垣は家畜の侵入を避けるのによいであろう。 山赫局の調査部は謹化さるべきてある。

勧告74 研究室とその他設備の充実が必要である。 ′
地方長官は,達林省及び山林局と協議Lてどの穰な 先ず第一に早蓮に必要とされることは次のことがあげ
森林を農地の附近に設けるべきかを決定すること。 られる°

今後，山林局は耕作の許可をうける夫々の出願に対し (1)実験室とその設艤 ＝
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遠藤：タイ国の森林と林業
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②植物学者の任命･…彼等は種蒔の樹木や同一の植物

の生育状態について山林局に対し援助を与えるだろ

うし，植物の標本室等を設備するであろう。

③化学及び木材技術窒の設置…･タイの木材やその他

． 林産物の性質や穂々のその利爾等について研究す

る。 ●

(4)図書の普及…･カード索引制が有効であろう。

これらの事をするためにバンコックにその旛菱を設け

るべきであろう。
●

尋更にこれ艇加うるに造林や生産に関する研究について

ば森林内I乙於でも行われるべ宮である。これらの野外作

業を委嘱された義淋宮(SeniorForestOfficer)によっ

てその調査研究事業は監鶴されるべきである。

勧告77

Pnlrhaeに於ける樹木園の爲Iご更に追加予算と人員

とが準備されるべきである。

樹木園は，多くの人盈の規則的に参拝する神社の附近

に設腫すべきである。彼等は樹木園や隣後の森林を訪れ

て行楽することであろう。更に多くの経費をかけること

は訪問者をよくひきつけて森淋に対し興味左起させるた

めに適当であると考えられる。こｵLらの種盈の計画や調

査研究はPul"2eに於て実施されることが最適透あろ

う。

例えば種為の植物がここで実験的規模をもって栽培さ

れて生育することになろう。他の多くの国為に於てもこ

の種の伐事には多くの経演的価値をひきだすべく指導さ

れている。製薬価値のある植物を栽培することである。

蘭類の蒐集も訪問者を魅惑する助けとなるであろう。

林業教育について。

をうけるのである。故に教育をうける期間ば頚ケ年と

いうことになる。蕾少年I鱒将来の彼等の職蕊を決めるべ

讃蕊麓潭駕;震:鱒:蕊鳥
教育を与えてくれている。即ち森林官となるべき訓練を

彼等に与える。その他の一般的教養はこの3ケ年間には

もう与えないが，このことにつじ､ては他の農業関係（農

業,組合，林業及び水産業を含湖の学生と同穣に林学

の学生も農科大学Iこ於て，最初の予科の2ケ年に一般教

育を与えられるからである。その後に初めて彼等は林学

部（林業学校）に於て専門的学業につき訓練される訳で

ある。

現謹肖要なポストに於ける職員は不足している。それ

故にもつと専門教育をうけた人掩を必要としてい港。叉

鑛スI､の必要な数についても若し勧告54が受理されれ

ば増加されるであろう。

勧告78

特別に有望な,･林業学校に於て選陵された卒業生ば，

将来，訓練のために海外に派遣されるべきである。

勧告79

東南アジアの隣接国と森林官を定期的に交換すべき

であ､ろう。

これは独りタイ国に於てのみの問題ではない。けれど

も若しもその準備がなきれるならばこれ等の仕事に対す

る理解左増力崎るた逸に海外へ森林官を派遣する様にな

,ることであろう．それについては次の如く観察される。

即ち若い卒業生の交換によって有益な影郷をもたらすま

で未だ十分充実していない。彼等は先ず第一に彼等自身

の国について学ぶべきである。
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P1raeにある権砦学佼に於て与えられる林業教育は適 、 勧告80

.当なものである。惑淋官としての一般鑛務を実行するた 山林局は森祐担当区員(ForestRaanger)のため

めに必要なその資絡がこの学校詮卒業することによって に2ヶ年の研修をすべきである。この教育をうける
D

与えられている。 ベく撰抜された人々は副'鱸期間中全額支給さ証るこ●

初等教育4年，中等教育6年を終了してからその学生 と。． 、

ほこの綴票学佼に入学する前に更に2年の予慌鐵育を5 このためにPhraeに農てその教程を与えるのが多分
ける。そうして更に椛繕学校に於て彼等は3ヶ年の教程 好都合であろう。
尹加■g■”0叩g“■8■”0Q“”“pBm■画”QQQ■”ロロロロ“““””OB,｡…“g““■■Q■g”GB■■■0“”■““■“fmoM血““且■”■e■”■■“■a"■■z“■j■g“叩ﾛロ■g■■■“■E■■”■8“叩““写■き■卵白“且■B■0mm■”0“””■｡■Don■口■■■gp
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■
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◇ブラジルだより◇ 3月'7日に無事ｻﾝ一宿に到清致しました。
旬
負
■
■
■

； ”…_gf.､_墓ｴｰﾆｰﾆｰｰ一層=二二一室一.恵一..X…‐ ， 早速お便りを謹卜げる積りでしたが，毎日毎日邦人関係 ｜
■
■
■

巳

： ｻﾝバｰﾛﾎﾗミルにて伊藤清雪の来筈簿に追われ網､｡サンバ毎画はブラジルの中心で ｜
i 人口230万,なかな力娠かな新興都市の感じがします｡気候ほ年平均気温17度7，降水数は1380mm
P

I で,今の気候は日本のS月末－9月の初めという所で,公園は街の中心到る処にあっていろいろと蕊滞,亜 ．
M 9

1 黙諾,温帯の各結物があります｡いろいろ滞在中調べ趣､と思っております。 ． ；
■ 個

i プﾗジﾙの人臓山ということ'木材ということには殆んど無関心で'日本磯は弐-力，を燃料'パルプ ：
I 材にと人工造林を行いパラナ州ではパラナ松(用材,パルプ材によい）の人工造林を行っています。 ；
ロ - 月
＄ .

では，またユツクリ書きますb皆さんによろしく。 ：
Q ．p
q

U .

10■”U”蛇口“8加加曙…叩”"””c■且”"皿"8■■、”q”ﾛﾛ9国UDG”“"”"08■8“”UB匁如､即0m0｡■師gBOw88･”･…ﾛ"ロﾛロ画”"･皿｡■『｡貫p8BDn“……6叩06““0”c"0""加ﾛ”9"Oﾛﾛ“…EOBpg8g"9“叩q"…皿puUﾛ…"cogdm8U1
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零

いえども何んと力津軌道に乗って来たことであろうと思

うのであるが,残念なことには実は塞易なる艶ﾘ鱸で

しかなかったのである。無責任にも技術を抜きにした，

た壁デタラメな方法の形だけを教えてこれを国民に強制

激励したのであった。多量に剛て来ないのは当然であ

る。戦時中最高であったとい2つれる昭和20年度に於て

さえ，全国で僅に2’700トンという貧弱なるものであっ

たシ

こんな無茶なことが8年間も継続して行われたのであ
● ● ● ● ､ ●

るからして瀧らない，振興どころか反対に松脂は出難い
● ● ● ● ゆ ■ ● ● ●

もの儲からない仕事であるという，まことに悲しむべき

経験と誤まった印象とを全国民の脳裡に深く刻みつけて

しまい，一方また松樹林の所春蓋達には大廟な迷惑をか

げて仕舞ったので，これを忌避し嫌悪の情をさえ抱かし

むるに至ったのである。

かくするうちに戦いには敗れ終戦となり，松脂採賦の

強制も無くなったので，人灸はホッとして皆手を引いて

しまったのである。処が業者の方ではそうはいかない，

昔のように輸入はできない。そごでこんどは自らが活き

るたあに，死にもの狂いになって，どうしても自分達で

出さなければならぬこと坐なったのである。習慣と云う

蝿篭慧巽撫襄鯨驚鴛豐：
様になり，林野庁あたりでも，その長官以下各係官もこ

れを見て平気で傍観している。産業界もジャーナリスト

も誰も彼も，早や誇る処もなきまでになつ筵了ったので

ある。講和力城立した今日でも，なお穣脂の需要家達は

山へ這入って松脂を採り，これを街へ運んでいるのであ

る。これは倍も米の賃出しや，カツギ屋みた穰なもので

ある。でんでが，別々に，高い交通饗迩認い労力と時

間と葱費し，大切な吾家の本務を馳り出し･恒置いて，そ

の上に高い借木料を支払いまたこれ左獲得するまでには

相当の工作経識を支出して，辛うじて各自はその需要の

大半を充たす，と云うことを操返しているのである。

こんな状態であるからして，国産生松脂の生産コスト

がべら棒に高くつくということは当然Pことである。
処が最近になると，登易もやや自由になって来て，松

脂も，また輸入再開となって来たのである。そうなると

もともと業者は，どこまでも需要者の立場であるから，

国産松脂の増産に,本痩的に熱意と努力とを捧げるもの
ではない。輸入が有利ということになｵじぱ，忽ちその方

に乗り換えんとするのはこれ当然のことである。そして

折角技術を覚えた大勢の人達は，こLで四散巷ざるを得

ないのである。

以上が今日叢呑のわが国の棚旨生産についての，あら

室しの沿革史である。

然らば，－体どりしたらよいのか？

イ

國塵松脂の問題
一－2－

日本松脂の沿革略史

林． 省
一
一
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P

松脂はその用途力砿汎多岐であり，今や吾人の文化生

活にば必須Q原料である瀞，わが日永では明治の頃まで

はそ②用途が余り知られていなかった。わずかに家伝の

膏薬や，銅の鍵や，チヤンに製して器物を塗る位の処

で，その他は淡村漁村でローソク形に造って夜業の燈火
タイマツ

の代り蓬したり，蓑た松明腱使用する位であった。従っ

て産業的に癖す愚ことは無かったのである。そこへ急

激に外国文化が淵灘込んでこの樹脂工業も輸入せられた

のである｡処が幸が不琴か,その膓鯛であるこの砿卿

も，ともに外国からわが国に輸入粒見たのであった。1灸，
かもその松膿なるもの力蘂外に安いものであったのと，

当初はまだ必要最も少なかったので，国内での採賦を刺

戦するにいたらず，一方掻脂江雲堂始めた人為も，たや

蘭すぐ輸入郷鄙琴に入るために，つい輸入品にたよるこ

と上なり，かくすることが数-ﾄ年間も続いたがたあに遂
には習慣の操になってしまったのである。

かかるうちに用途も増兵拡大して年燕多量に色為の方

面に使用消費せらるる様になったのである。

かくの如き事情のもとに郷旨工業は盛んになったゐで

あるが，しかし，その原料の「松脂｣はそのほとんど全

部な国外よりの輸入に仰ぎ，巨額の金を外国に払い出し

ていても，一向に平気で更に問題Wこされることもなかっ

たのである。

処ガ轆和12年支那華が勃発す:ると，その輸入力溪
然社絶することふなって，始あて驚き慌てL騒ぎ出しだ

のである。がしかし，それでもなお真謹の反省自鐵こは

立到らなかったのである。

その時とったI切符の対策というものはいわゆる礫者

の直琶」と云うものであった。尤もこれはその場合とし

て一応は己むを樗なt､．ものであったとは私も認めるが，

しかし,これはどこまでも｢応急対策jであって,政府と

当局者とは大反省菱して，自ら林業着と共にその先頭に
起って，全国民とともに必死の努力粒傾倒して，真剣に

この感心を取戻すために努むべきであったと思う。若し
も幸にして左樺であったならばこの時に，遅かりしとは

ご《
ｂ

宛
．
恥
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林？国産松脂の問題

処で，ここに注意すべきことは，戦時中8年間，あれ 本表は，樫の樹を自分で持たない人が，他から原木と
まで奨励と督励とで呼びかけでも，一般からは遂に出て して借りて，自ら副業的に松脂を採取するものとしての
来ようとはしなかった松脂であったが，香川，徳島ま龍 数字である。

中国地方のあたりの一部の人為の間には，相当の熟練者 『労銀』は，自己労力であるが，しかし，「人夫賃」と
を生ずることLなり，それらの人為は,訟脂需要者に隷 してこれを計上している。

属して,転々各地方にまで出稼ぎにでて,専業的に訟喰 生産せられし生松脂の価絡は,最寄り現場の土場握お
採取に従事し，多量に出して，相当な利益を収め頓いる けるものである。容器である石油罐と，それよ･り先の工
という事実である｡筆者の朝鮮安眠島に於ける実績もま 場までの運賃などは含まれてはいない。これは処によっ
たこれに似たようなものであった。 て現場から工場蓑での距離により大した相違があり，石
またその後最近にいたっては夕これらの技術が更に一． 油空カンも時の相場にて激蕊があるからである：

■ ● □ ■ ● ● ● ● ● ●

歩をす上めて，松脂を生理的に生成せしめて，それ彰撫 採取用器具等は最睡秀のものを使用して，3日目切付

り出すというふうな技法にまで進展を見ているという事 法を原則とする養生掻法画ある。採I帥は，胸高直径5

実である。今一つは，生松脂採取のロストの問題であ 寸以上6.7.8.9寸尺の混合せるものであるが，しかし平

る。日本の生松脂は，外国の松脂に対抗して，どうして 均してあまり太くないものとしてのものである。作業現

もかちめはないのか,輸入品以上に採坂饗が高くつくの 場の山までの距離は,採収人の住家より3，4粁程度の

か？ と云うに，決して左様ではないのである。 もの，人夫賃は男子1日に付200円。採脂作業期間（自

実は諸外国よりも遙に安く生産し得らるるのである。 5月1日至10月31日）日数は184日なるも,.1週間江1
然るにそ』”§，中間の冗斐や弊害経費またプ戸戸カーの 日休業するものとして，正味の稼働日数162日とする｡、

跳梁などによって，高くなる。即ち実際の採取経費以外 1日1人の平均採脂量は10冠と計算す。

の諸経蜜が掛るので結局高いものとなってｲ土舞うのであ あらゆる弊害に基く経擬や冗費を排除して其の生樫脂

る。 採戚のために要する経識のみを計上したならば，現在と

然らぱ，一体その本当の生産に要する経凝と“鳳何な しては，先ずこれ位の処が至当であると思う。即ち1遮

るもので，またどれ程本当にか坐るものか？これを一ツ が26,000円である。これに容器代と工場までの運賃諸

次表によって見て見たいと思う。 、 掛りを加えれぼ工場まで蒲くのである。これに対し昨今

日本産生松脂の生産謎エk9 ･ (昭和28年1月調）

〃
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番号|識 目｜金額|, 説 ｜計明 算

癖
臓

賃
碓螺 用

軸
一
雫

亨
（
》
〃
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型
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一
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払
・
削

配
率
伺
唾

一
円
岬
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狸

２
－
．
一

癖
》

ｐ
Ｌ
ｐ
Ｉ

採
準

１
－
２
ユ

備
一

呂

200円÷35本×600本 円
-F16201kg=2.140

0｡"|厘鬮銭)繼緬,ﾚｯﾃ達r螺
－
３
－
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
－
９

荷造費

消耗品費

消耗器具費

』■＆
6円50銭÷18kg= 0.370

‐塩酸，半田，ウエース，メリケン粉，木炭，
､白墨

鋸1丁170円ヤスリ3丁120円

粗皮削，玄瀧付，掃除器，ヘラ，ノミ286門
脂バケツ3個316門 （消却5年）

瀞顎管_変7円銅銭(消却･年）
1本に付5円 ′
1本より平均2斑700瓦採阪
（自己労力）
跡片付け其他雑用

0.10
-

0．18 170円十120円÷1.620kg= 0.179

費 0．07
●

費 0.30.

器
受

具
一
器

286円十316円÷1.62MKg÷5=0.074

ｰ

7円45銭×600÷10÷1.620kg=0.027

原木費'’ 1．85 1．8505円÷2.7kg= ノ

｡雑 費｜ ’0’
’ 26.01計 18斑入罐（罐別）金468円18銭

の輸久松脂は，生松脂Wこ換算して大体5万門と云う相場 這入り，大変な苦労を重ねた。そして，これまで，その

なのである。然らば国産松脂は，輪ス松脂に対して対抗 みちの人冷がいく度やっても，出て来なかったわが国の

し得ない処Gはなく，相当大幅に差のあるこ津判って 松脂を，ともかく今日まで出しつ堂けて来た。

頂けること上思う。 のみならず，その間に，相当多数の松脂採坂の熟練者

輸入松脂の杜絶以来，需要者は自ら人夫をつれて山に を作り上げたことは実に大きな功績といわなけれぼなら

－17－
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林：国産松脂の問題

ぬ。がしかし，これは何んとしても’本筋ではなかった らぬ，と云う訳でないから，所轄営禰謡では彼淑溶''い

のである。だからして，その間に幾多の對簑は続禺し， うて，矢張‘容易なことで貸して呉れようとはぜぬ。そ

また驚くべき高価のものとなったのである。そして再び こで極力啓蒙につとめ，熱心に懇願し幾度も幾度も足を

自由貿易時代に入らんとすると，たちまち状勢は急転し 運んで，漸くその目的を達成しようとすると，こんどば

て,折角出はじめて年産6，7千趣までになったと思つ この松脂の重蜜生とその有利なることを知ると’億木料

た松脂も，またもとの木阿弥に立ちもどらんとしている 金の不当なる餓料の要求となるのである｡昭和22,鐙
のである。 、 年の頃はその騎畜潮であって，生松脂生産喪の3分の1

いう迄焔なく松脂を生産する仕事は,制喋である｡海以上がこの借衆料金が占むるごとも珍らしい事ではなか
から”材乗者の手でどれを出すのは，当然すぎる程当然 つたのである。 ‘
である。然るに擁業者が出さないで，街の需要家が山に こうなると，農村などで，こ散からやって見ようか，

入ってこれを出しているのである。だから聴くぼどの高 という人達は，この辺りでみな止めて了うのであお･ち

価のものともなり，またたとえ沢山に脂が出ても，それ よつと手の施しようが無いからである。1－”し，松脂工

は人夫達や需要着の，自己の利害関係よりする癖技術 業家や需要者達の直謹採取の場合などでは，そうはいか
であるからして，世腫調う鹿追う猟師山を見ずの諺の如 ぬ。自分達の商売や工場が停ってし童5からである。そ

く，林業の立場よりずれば醤だ危険なものである。そう こで，一蹴作業で堪えられなくなるまでは，この要求の

して輸入の自由時代ともな・り，良質毛安価のものが入る 前に叩頭せなければならないという事楕になる･のであ

様になれば，親方催ザツサとそれに乗り換えて仕舞うの る。これが原木料金の不当な高騰となる訳である。従つ
である。

て，この原木を確保するまでには，現地工作費とか準備

今の日本の松脂生産事業には，一ツの大きな隆路があ 費と力旅我とか雑費とか称じて色為な名義をつけた，実
る。それは郷旨廩木の借入れの問題である。､私は日本全 際に松脂採取に必要とする以外の経藍が必要となるの酒
国の農村を歩いて，郷旨採取の講演をしたあとで，いつ ある。

● ● ● ● ● ● ● ●

も困るのはこの問題である。 またか坐る情態にあるからして松脂採取の企業家とい

「私もその松脂採取をやってみたいと思5のですが， う商売の成立．ブローカー介在の理由なども，そこに胚

松の木はどうして手に入れたらよいでしょうか？」とい 胎するのである。かくして現在のわが国産松脂の生産菱
5質問の出ることである。この問題については去る日の の半分は，実にこれ等の弊害に基因する饗用が占めてい

ことである。N・H･Kの早起き鳥の時間に林野庁の特産・ るのである。′
課長が「松脂の採り方に就て」のラジオ放送をしたその この借木料がかくして高価なことは，政府当局でもそ

時に，次の如き回答をしている。「松脂を採ろうとする の情弊を認め「借木料を適正の価鰭に引下げなけれげな

人が，松の木を持っている時は問題はないが，そうでな らない」とは云っているものの，しかし今日まで，その
<，原木が仲々手に入らない場合には，その地方の森林‘ 目的を達成する檬な,実効ある対策と手段の取られたこ
組合か，松脂採取の企業者に申出て，斡旋して貰うか， とを知らぬのである。現在の情態をその誉上にして冠い

あるいはその下請工羅払いの形で採賦を行うことが便利 て，それでいてそんなこと力深して期待ができるである
と思う」とあっさりいりでいる。まことにそう出来れば うか？

｡ ●”● ● ● の 。｡ ､ ■ ● ● ● ●

便利である。現在としてはそれより他にまた方法とては 私催,唯その途は，松の木の所有者(糾築者）に，自
● ｡ ● ◆ ● ● 、巳 。●

無L､のである。しかしそんなことでは実際に仲燕簡単に ら松脂を採取姪しめる様に仕向ける，よ．り他に途はない

手に入るものではないのである。その森林組合に頼んで と信ずるのである。 ･

見ても，組合は何等の実行力をもっていないのである。 次ぎに，今一ツ困った問題があ悪。それは｢業者の黄

肝腎の松の木の所有者達は,漁寿中に懲り々食して容易 金調達の固遡という問題である｡一昨年の春,遂に松
に貸して呉れようとは奄睡のである。郷旨採取の企業者 膣E業家達の間にこのために悲鳴があがり，掻脂協会の

達も実はこれに弱りきっているのである。たまに’人位 名によって，代議士などをも煩わしく，政府に対し「松

は貸して呉れる人があったとしても，私有林の所有本数 I誰産資金借入に関す癌陳簡」の運動となったのであ

は僅少なので，附近で相当に纒窪らないならば，1人の る。即ち昭和26年度生松脂生産計画の目標は12,000腿

採取する仕事にもならないのである。 であり，これの総生産資金は約6億円となるのである

国有林にしたところが仲をでない，面識と本数とが綴 がその生産初期に於ける運転資金，この希望総額2億4

まっておるので，業者達はみなこれを狙うのであるが， 千万円を調達したいと云うのがそれであ愚｡

林野庁からは「通達」が来ていても，是非採坂せねばな 私､は前に，この松脂工業家達の松脂採取直営というこ
〃
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林：国産松脂の問題

且つ‘自然現象に多く依存する生産過程である。また生産

設備や担保物件もない」云冷として結局は平ﾚﾆ樹虎を蒙

りたい，として相手となって呉れなかったのである。

いずれもご尤のことであって，真にお気の毒に堪えな

い力教し方ない次第であると思う。これは林業者ガ当然

なすべきことを，工業家がやらされているからである。

悉く不合理に基因するからである。

以上かく研究し論述し来るならば，匡坐に真影はおの

ずから浮び上って来た事と思う。長年間の怠慢と誤れる

指導と施策とによる弊害は遺憾なく顕ｵ'’てノそれが更に
十重刊這にも絡みつき，国に鹿大なる資源があり，優秀

なる郷旨技術もあり，需要もあり，また労力もあって，

なお且つその開発が阻まれつ上あるのである。かく成り

し上は,今は個々別鳶に矯正ぜんとしても到底能わざる 、
処である。宜しくその本源を正すべきである。一切の過

去の行掛りや債続を切って捨て,敢然として弊害打開権
迩進すべきである。

然らば，如何にせば国産松脂産業ば振興し得べきか？

更に稲を縦けて論及せんとする。

とを，都会人の田舎への食糧買出しに例をとったが，実

ほ，それ処でない苦労なものである。「資出し」にだけ

行ったのでは「掻脂」は絶対に手には這入らないのであ

る。先ず農村の人を説き伏ぜて，嫌がる林主から原木を

借り入れて,採取器具も買与え,作業準備の人夫賃,脂
力戦るまでの生活喪まで前渡金として渡し，それから毎

日の採取人夫賃を支払%って漸く「松脂」の顔を見ること

が出来ると云うのである。それから容器代と運賃とを壷

払って，始めて工場に到着するのである。実際松I需要

家達は門外漢には想像のつかぬ程の資金をもたぬ限り出

来ない商売なのである。高利の金を使えばコストは増為

高くなる。そ｡融盗さえ仲玲つかない。そこで堪えられ

なく腹って遂に悲鳴毒あげ，この資金調達の政府への陳

補運動となったのである。処が，主務官庁では，お諸い

に同傭もするし援助はしたいが，現状では難かしい，と

云って断られ通産省側では，これは「林産事業」への資
● ■ ● ● ｡ ● ●

金だから，農林行政の漉蕊に含まれることが妥当であ

る，として蹴られ，金融機関方面では，「事業の瀧造，

業界の型態を見ると，先ず生産が，借木力鍵礎であって

一
一

里一一一一一一一一一

凸

質'疑應答: 問:林業用語の書き方について

林木のせい長量という言葉

を書く場合に生長量と成長
； ：

I ' 量とが混同されて書かれて

おりますが何れが正しい書

き方でしよぅかお教え下さい。

静粛騨瀦英鱗

答

林業専門用語の書き方についてば〃制讓技術〃122

号にてお知らせした通り，目下学界に準いて検討中で

あります｡さておたづねの生長量と成長量の何れガ通

しい書き方であるかの事ですが,今どちらガ韮しいと

いう事は学会で確定をみており表せんのでいえません

が，日本林学会から提出された林学用語採録改訂原案

によりますと成長量となっております。

林野庁研究普及課
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麦驚莪欝藥における三種栽培状況
一岡田義武－ｰ●。､雲冨Gc』、毎F－J…＝

い

の地点にあり昭和23年～26年間の年平均最高気温35｡C

最低気温-6｡C年平均気温16｡Cである。年降雨日数は

170日～180日，降雨通は2,000～2,500mmである。霜

は10月下旬より4月上旬まで降り，雪は1月上旬より

2月上旬態で轌あ参が, 800m以上の高地は12月上，
中旬より3月中旬まで積雪をみることがある。風は南西

より吹<の鐙も多く雨天の時は東南風，冬期は主とし

て西北風である。台風は東方より吹くのが常である。

Ⅳ事業概要

1）三種栽培の沿革

槻木における三種栽培は昭和の初期高知県より明壊義

明氏が来村し三種栽培に着手したのが初めであって好成

績を収め,其の後引続いて井上徳太郎‘髪部好三郎,藍

原幾弥，安部吉次氏等が移住して栽培に専念したため

に,土着の人で鐸蕊のかたわら栽培鮭志す者が漸次増加
し，昭和27年11月現在では専業者7戸，兼業者29戸

となり栽培技術の改良増産及び製品の品質向上等につと

め其の成綴大いにあがり謂錯面積は55町歩となり年産
1,500貫価頓135万門に達しているのであるが昭和28年

産以降においては更に生産増加の予定である。

Xは.Lがき

熊本繋球瑠郡における特殊林産とじてはコンニヤクイ

モ，山茶，椎茸，トリモチ，栗,猪，三種,綜梠等種,々

あるがそれ等の中神瀬村の綜梠，五木村のコンニヤクイ

モ，猪。久米村の椎茸，三種。水上村の山茶，トリモチ

’等が比蜘勺よく知らｵしているものである。小生は終戦以

来久米村の森林組合に勤め約8;000町歩の森林経営に関
係し殊に槻木部落の三種に就いては関心深く業者と共に

斯業の発達につとめていも関係上，こ上に槻木に鐺ける
至極事業の鞍況に就いて述べるものである。

九大原田教官が宮崎演習林勤務中1ずぱしば御懇篤なる
御助言を賜わったことに対しここに感謝の意を表するも

のである。

， Ⅱ位置，地勢及地質．

久米ｫ大字槻木は熊本娘の西南部に位し湯前線多良木

町厭）より7里隔たった地点にある。地勢は一般に高

峻で最低地でも海抜270m程度で最高1,017mを主峯と

して宮崎市に向って東南に流れる大淀川の上流観木川を
狭んで二条の山脈が走り南北に傾斜している。深山，幽

谷，山岳重畳，高低起伏し，岩石は大部分水成岩，変成

岩で前者には砂岩が多く粘板岩がこれ腰つぎ，後者には

角閃岩がある。土壌はこれ等の基岩．

が剛としたもので砂賛壊士が最も多

いのであるが黒色の火山灰の土壌が

夕

飴

久米村二極植栽分布図

多里吸跡司栓逼司町散在して鐺り，深度は一般に中庸で

腐植質に富み地味は良好である。

三樋栽培地は北緯32.10'～32.20'，

経度131。を中心に左右,10'内で海

抜高350～900mの山地で字永原

谷，御大師，ガタン谷，湯原，平谷

等に集団的に分布し，広いものは7

～8町歩狭いのは1～2反歩であ

る。

虹気象関係

大字錫くは3区になってはいるが

上槻木と下槻木とに二分された形の

集団部落詮成し，蜂270～300.m

窪
、

(筆者）熊本県球鱈郡久米村

霧調組合

－20－厘

凸
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！ 岡田：熊本県球磨郡久米村槻木に託ける三種栽培状況
、8

房蟻息侭了軍鞭霧一 の翌灸年山出しをする力域は叉癖種の翌年良苗と共に掘

麓 ”,山…鋳に幟す。"鴨謹遥繍。、 恥． ‘"感話＊』領圃 鐘蕊騨『鱗

、

三種樋栽細全影の一部

\

凸

2）苗木鍵成と植栽

苗木の養成と膳蔑は全国各地のそれと殆んど差異がな

いと思考されるが槻木における状況を述ぺると次の通り

である。果実の成熟は農家の最も多忙な田植時期ら(梅雨
酔
軋 ，三函鋤､にﾄｳﾓ耳ｺｼを$"i剛作老成したもの

期）で果実は落下Lやすいたあに採集の時期な逸し，充

分に採集を成し得られないことが往玲にある。採集『した

果実は納屋の薄暗い所に堆積して濡れた莚で壁うと，1
週間くらいで醗酵して果皮が黒くなる。その時シヨウケ

の如き容器に入れてよ，く操み）liの$繊心を利用して鋼曲し

た果皮を洗い流すと種子だけ力鐙る，これを日蔭で乾燥

‘(水気ガ浪くとれる程度）した後貯蔵するのであるが，

貯蔵よるしきを得ない場合は発芽率を全く失う二とがあ
る。

当地に行つれる貯蔵法としては細砂を3：10の割合に

よく混合して綜梠の皮で包み，日当りのよ↓傾斜地に傾

斜面にそって穴を掘る。穴の長さ，巾は種子の量に応じ

て適当に，深さは2尺位にする。綜梠皮に包んだ種子粒

穴の中に埋めて土盛をし降水の陰淵することのないよう

にする。なお盛土の上は乾燥を防ぐために蕊莚，叉は柴

で樫らのである。春播種前に掘り取って節で種子と淵妙

どを分け，これを直ちに擢種する力域は1日位水に浸し

て種皮に僅酋裂目の入るのをみて播種する。苗圃はなる

べく造林地近くの排水の良好な砂賀壌土を選び，整地を

成した後幅3尺の床を作り条播を行う時は癖地でない限

り別段獅巴しないのが常である｡撫種床溝は幅1寸深さ

5～8分位とし2条となし3月中旬索種する。擢麺斑

は1坪当0.2~0.3合で10~]4日位で発芽ずる。貯

蔵のよいものは90％位発芽するが貯蔵不充分なものは

普通50％である。

舗種後の管理は数回の除草をなすと共に根切虫の雑
に注意する。あまり日照の続く時ば切蕊を床一面に撒布

し叉時灸潅水Fｳｰる亀切藁(籾殻)撒布は乾燥防止の外雑

草の発生を少く心，叉後には腐敗して肥料になるので効

果的である。種子1升から約2万本の良苗鋤鵯られ，播

種の翌年には山地植栽を行う。不良苗は床替を成・し播種

当地における三鯛"mは350～900mの肩弛で北側

傾斜面の排水良好な礫撰韓である｡一穴'本植栽力珍
いが中には2本3本植栽の場合もある。この時は良苗1
本に不良苗を1，2本を副植する。三唖の_上伸生長を促

すためには反当3’000本とするが,杉間植栽の場舎は皮

当り2,500本である。手入れは5月下旬より6月上旬頃

に中耕除草を行い，次に8月下旬より9月上旬頃第2回

の手入れを行う。一般に生育良好で菫幹の長いものは1

間以上に達する。
昭和26年3月に詣ける1町歩当り造林経費は次表の

通りである。

~

今

種 別|数 量|単価|金 額|備 考
凸
凹
■

飼
封
一
剰
司

円1
1.od30,

円

o,ooO･oq≦ 2 :

8,050"|事譲蟻&JI
30,

230．00
幸

､ ,8QOOl ,7,2OO.g4
l"250.OO畷鱗謹含#紙
一一一一

l l l ",50o"|計合

（註)（1）使用経費の半額は泉の補助がある

（2）昭和26年の種子1ヲ|代は500円

、3）収穫，加工

当地における三種の収穫は植栽後3年目に初回の伐採

をなし収穫をするのであるが，その後も3～4年目毎に

伐採収穫しこれを5～6回繰返じ行う。収穫はn月下

旬より翌年5月上旬龍崇迄の間に鵬に行い製品加工の
能力に応じて刈辰つた収穫物は5～6賞程度に束ね，鉄

索運澱その他の方法に依って加工場へ運搬集積する。

集鎖した6貫束を更に6～7個（35~42賞）を一括し

て大きな平釜（直径2.8～3.0尺）に入れ，高さ6尺の桶

－21－
勺
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岡田：熊本県雫砿う御す樹木における三樋栽培状況
一

麺"|難労力不足補壷人『叫
刺

●
●的
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１
ｌ

ｌ
ｉ

人
人５

３

収穫蜜

“｡4〃頚製造
少

2,38ood"

1,20..珂瀧鴦織'鍬その
750.O01薪税鍔を含む

，｡3"封
0

4）杉造林地内の三種植栽と収穫

，以上記載したのは普通に実施されだいる経営方法であ

る箇蝋木部落において艤筆すべきこ胆は，小面穣である

が杉造林地内に三樋植栽を行い杉.三樋共に好成綴を挙

げていちのでここ腱附言する｡元来杉植栽適地は三樋に

も適地であり古くから杉造林地内に三鞭植栽を行った例

は幾多ある茜両者勃洪腫良成績を得たのは比較的少な

い。九州におv､ても八女郡矢部村にこの方法を試みた

が，著しく杉の生育を阻害したので中途より二極を堀起

し，杉の単純林に変更した例もある。これば要するに土

霊の溶肥急法いに関係し,土地が肥沃でさえあれげ三種

栽培力捌段杉の生育に悪影響を及ぼすこともなく，三種

の手入撫育が杉の手入撫育となりその相互の関係が良結

果をもたらすものである。

当地においては土壌力批較的肥えてい潟ためこの条件

に適しているものと思考される。

槻木においては杉の挿穂髭1町歩当り1,000本位を山

地に直挿し，焼畑同様に3～4年間小豆,大豆のような

重科植物を間作し，杉が大体4～5尺程度に伸長した時

に1年生三種苗木を杉の間に町当り25,000本位を植栽

する。植栽後の施肥手入は普通植栽法による三純の手入

と同擬である力彩の枝が横に張る時は三種の成長を阻害

するので杉の力枝を枝打ちするのである。三糠の収穫は

普通の経営法による時よりもユ割内外の減収は免れな

い。3～4年毎に1回刈坂り，同法左5回位繰り返して

収謹すれば三櫛の樹勢力蕊えるのでその後は収入の対象

とならない。其の間杉は”～23年を経過するので三種

伐採後朧杉の中齢林相を形成するに至るのである。その

後の杉の成育状態においても初めより杉の単純林に造成

したものと生育に於て何等遜色なく，却って好戯綾をあ

Iヂ亡いるのである｡

単純林として植栽した普通の杉造林の場合と杉と三種

とを混植した混溌林の場合との収麦関係を杉が樹令40

年に達する髪でに就いて比較対照すれば次表のようにな

る。

、

を上から被せて（上写爽参照）これを蒸し，終ると駁り

出して剥皮し黒皮を梨す塔ず黒皮は日光乾燥をな1-詩蔵

する。白皮加工能力に応じて適当獄を8、ﾕ2時間水に浸

し，軟らかくした後に機械鋏に狭んで引く時は4}部の赤

褐色表皮が除去されていわゆる白皮力轄られる。この白

皮遼河川に入れ塵挨等を良く洗い落してしばらく晒した

後束ね鉄線に品し日光に乾燥する。

瓜
』

ゲ

、

擬械挟酋狭み白皮にしてい員ところ

○三種1反歩当り収支計算

昭和25年5月現在槻木に居住し三種鍔智に徳事して

いる安高睡勝氏は，三樋1反歩からの黒皮生産高は60

賃，これを加工して製した白皮は24賞である。10貢当

り6,000円とすれげ14,400円の収入となる。嬢出額

は次表のよ；に9,330円となるので差引純益は反当り

5,070円となる。

1反歩当り支出計算表

《
〃
唖

◆

穂別|数賦
人

施業蜜 IO

単価|金額｜ 備 考

一一一

| s"|"3'･叫菌塗食む肥料代

識霧謹
自
入
男
詮示す

八

入手饗 180．00 1,440.008

－22－
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岡田：尚鉾鼎球癖隊米村槻木における三種栽培状況
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岡田：熊本県球磨郡久米村槻木に諸ける三極栽培状況

以上のよらに町当り3,000洞露し杉単純林に造成す． 衣料品製造に使用せられ製紙会社, .造幣局，印刷局等よ
るよりも町当り杉1,000本を銃畑(木場)に直挿し,初 りの需要が多い｡現在わが国において黒皮400万貢の需
め3年間は大豆,小豆等の董科植物を栽培し地力の増進・要があるがこれに対する生産量は300方貢であって100
を計ると共に間作による収入をあげ,後三唖を列間に植 方貫の不足をきたしている。今後の需要愛の見透しは現

栽すれば約30万円の増収があり，30年後においてはい 御師搭より多少安値となるかも知れないが400～500万
づれも杉の立木は1，0”本となり生育状態はさほど差異 賞の需要があるとみられでいる。これより考えると槻木
なきを認めるものである。 の三種栽培事業は将来も相当有望なものと見られる。槻

vむ す び 木に選sける三種栽培者のうち，専業4入割鐸1人の経営

三種は紙幣のほか落葉紙,謄写版原紙,改良紙,図引 実態調査童示すと次の通りである。
紙，鳥子紙等遼製するぼか，繊維よりパナマ帽等の代用

| ゞ 霜 |")L嘉藺塾
安部政勝 2
上岡福次郎 6
河崎貞義 6
井上徳太郎 6 3畝7歩

那須秋光 9 1 1反4畝

地
一
畑

鐸
別
業一

専
〃
〃
〃
〃

輯
の

四国より移住者

〃

〃

〃

槻木居住者

3．95

3．05

4．12

5‘.75

1．63

155．0’ 15．0 亜
』

〃
～

’

60.01
"01

12.5

11．5

26.29

115．25

､

前表のよぅに槻木三極栽培者は四国から移住した者が

大部分であるが今日では少くて3町多くて5町歩以上の

三種栽培面積を有し，年中相当の収入をあげ三樋のほか

他の仕事りこも従事し,結織独立の生計をなしている現状

である。これは全く三種栽培が小湊太の事業に適してい

ること, ｵ鎌後毎年2～3回の中耕除草をするほ力副段
手を入れなくても良く造成されるので撫育に余り労力を

要しないこと，製産加工においても10月より翌年3月

迄の間に仕事の鐙に応じて適当な機会に家族逼でき，別

段人を雇っなくてもよくまた其の期間以外は山林所有者

の傭人となる力域いは叉三種の間作として豆頚，1､ウモ

ロコシ，コンニヤクイモ等の栽浩や製炭,椎茸識培，山

茶の採集をすること等も原因しているが，これは要する

に労力が少なくてすむ三種経営が農林業副業とじて有利
V

な所以である。

さきに示した専業者4戸兼業者1戸の生活水準し類似

する槻木部落一波農家の経営規模を示すと次表の通りで

ある。
）

示

１
■

ゞ 名|輔| 鍵 謝; 鑓 “(町}総|宅"蝿|家瀞’1水田I 畑

乳謡 ‘夢｡背 、86.aS 183.00 80.70黒木 忠 8
黒木澗男 6 10．00 50." 9.251 - 20"90
桑原岩蔵 6 23.08 38.20 37.24 176.0054ﾉ40'
黒木安馬 11 25．00 40.m 20.28 45. 10 18.m
那須佐平 4 41.05 17. 1 1 18.80 58.90 24.00
落合・翻作 7 34.21 13.00 4. 19 77.76 12.00
尾方安津岐 5 40. 18 5.m 15.10 311.m 26.0O

中村竹亨 4 21. 13 18｡29 7.17 40.00 13.00
(詞山林は焼畑（木場作地）として雑穀栽培の用に供している。

｜

家畜頭数 | 繍 要牛｜馬
（
ｊ
少
彦

ｌ

－
１
１
１
１
－
Ｌ

二
》

五

’

ｌ
１
ｉ

1

前2表を比韓錦するi轍醒伏態においても遥かにひ 地の笈頚を計画実施j-るに杉の造赫地に鼎“及三極を植
らきが有り三樋栽培の有利なことを立証するものと信ず 栽する時は短期間に収入を挙げ得て，且叉測直された杉

る。山林経営に当って適地に適繊稲栽し,狭い山地童 の成林状態は最初上り杉単純林として造成したものに比

有効に利用することは最も経営上主要なことである。当 鮫して劣ることなく，却って良結果を示す実例を当地に
地は耕作地の割合に山林も噸めて広く約98％を占あ， 見るの卿置今後杉の造林に当って大いに参考に費すべきで

その内9割余りが職林であるため将来用材称として林 あろう。 以上
－24．－－－
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昭和負6年度普及実績の内容 ’

･震繍冒 今 中 弘
＝丘壺一Fロダーー‐~ー一一一■…頃一口一面価一一一＝司乙も4才も一＝■…＝今詞逗1－

筆蕊 遥奎 鯛駕噸
’降水量は年平均1,500粍で6，7，9月に多く1月力殿

られまして，端なくもこの職の拙い発表が剛3位の栄に浴
低で日照時間は一般に長く，結霜ば平坦地区に於て初霜し只感泣するのみであります。もとより其器ではなく，

林野庁より示されました御意図k県及び各SPの御指導 11月25日項,終霜3月25日頃という短い方でありま
に依り忠実に実行したまででありまして,以下御指示に すが'森林地帯の高市獄に於ては初霜10月25日頃，
よります（1）担当地区の擬要 （2）26年度普孜事業 終霜4月25日頃という60~70日の長い霜日数を有す
計画 （3）26年度実績と其検討 （4）顕著な普及効 る事になりますb雪も同穣に平坦地区挺於では10糎以
果の計数的事例と其検討 （5）普及推進上の問題点等 上の積雪を見る事ば稀でありますが，森林地帯に於ては

30糎以上になる事が塵盈あります。を順を追って申し上げます。

P.社会的条件
（1）担当地区の概要

、 1．地区の発達

イ．自然的条件 神武天皇溌原の地に宮を建こられてより列聖の多くは
1． 位置面積 一 、この地に総撞せられ，軽島豊明宮の朝に文明韓国より渡

当地区は日本歴史の第’頁を飾る社会経済’文化の 来し，聖徳太子仏教を興し，支那文明を盛んに採ｽれら
発祥地畝傍侭原の郷を中心に二I疎を磯城'西を葛城'南を 沁藤原鎌足，中大兄皇子麓輔けて大化改新の偉業を戒
吉野の各郡で限られる本県の略与中央ｵ郷に位心東西'2 され奈良朝時代の発展を基礎ずけられ,以後宮勧壼良市
粁,南北14粁，面積8,013町歩の準山村であります。 京都とま【せられるに及んでも，比較的近距離にある篭

2・地勢及地形 原の郷は,其開祖の地とし･q蝿文化の華かなりし所で

吉野大台に続く高取山脈の函斜面で，右に主銀雲井 あった。一言にしていうなれば日本文化の発祥地として

茶屋が海抜752米,左に高取山584米を示し南部山岳部 非膳に古くから開けた所であ.ります。

は比較的急峻で’北部に開け大和平野に接属している。 2．行政

谷間は単斜面毛密度も小さく右の雲井茶屋左の高坂 ’4ケ町村，,6大字に区分され地区中心八木町に地方
幽を分水嶺として飛鳥川(雲井茶屋を源とす)高〕反川 ′事務所,地区轡察磐等行政司法上の地区最高機関があり

（高取山を源とす）力洛'々北流して大和ﾉ11に津いでい 各町村には各燕中央に役場巡査駐在所,艇協組等町村
る。これ等はいずれも水源である関係上川巾も狭く平坦‘ 行政の機関と出先機関がおかれている。

部に出る迄は急流である。埴区面稜の恥'(4;000)町歩が 1 3.教育丈化
高坂山の北西斜面に当り恥(4,000)町歩溌犬和平野に

地区の中心地八木町畝傍町に県立医科大学，同附属病

鍾篁熟零驚獺鰻逹憲蛎：鱒鑿鴬:農繍灘蔑蕊
た条件を備えている。 寺G 技術研究の中心をなしているばかりでなく，温原神宮畝

3．地質及基岩 傍御陵を初めとして歴代天皇陵,壷坂寺,岡寺等神鋤
基岩は砂岩層で第三紀層に属していて；表土糟冷深く 刹の数多く至る所に出土する上代文化の遺品は，考古学

砂質蕊士に富み殊に山岳部の麓は櫟林として適し･てい 溌料として学界の貴重なものであり蓑う,~b其外，県立保
る。 ． 健所，綜合グランド等保健衛生の諸施設があります。

Ia

L』

鐸

L

●

ハ．経済的条件

1．面積及び蓄積〔埜者）奈良県高市地方事務所

一一25－



今中：昭和26年度普及実績の内容

以上の如く戦時戦後を通じて乱伐の結果要造林地が多

く，蓄積に於て1町歩当針葉獅§500石弱，広葉樹が46
1 一

石という低位にある。
G

2・ 人口と世鍔数

地区内に12,136戸と60,635人（内男28’810,女

31,825）の人口を擁し1町歩当7．5人，1平方粁当750

人の密度を有し，1世常当り5人で単位面積当りの密鹿

A.農耕と林野面識（単位町）

／

以上の様に森林面穣は総面積の

ね得る森林地帯総面識は総面積の

B・森林面積と其蓄積

40％に当り健林を兼
守

50％を占あている。

針 葉 樹I~、遡睡1
面較

材職

広 葉 樹,｜
面積材積

lll"241町| 51,'9"i
詞
州〃

竹
ゞ
面
８

１
１
１

種
妬

企
垂
今
毎
両
》

〆
［
》

。
●
タ４

◇
４

糊
８

計
割
叫５〃

８

面
”

材

材職

62,198X|
面穣|材穣
158,672Mj7gZ,673石

も大きく，都市に次いでの稠密を表し，京阪神，奈良周

辺の平坦部的特色を発揮していて，消蕊面と労働面Jﾐり

地区内林業経営の大きな要素をなしております。
P

3・健 居

住届は森林地帯に8ケ町村全体の52％を占あ，残り

7ケ町村の48％が平坦部地帯となっており，古くから

開けた処であるため高市村大字畑,冬野等海抜600米の

高取山脈中に於ても総べて聚落をなしておりまき。

4．職業

跡数勃鈩数の43％,人口に於て50％を占め
ておりまして，これを経営規模別に見ますと5反から1

町迄力殿も多く全休の37％を占め,次いで3反から5

反迄の25％となっております。艇業に次いで商，公務

自由業,工業となっており,古くから大和売薬として薬
業の占める地位は大きく，叉当地区蒟靴理的に交通に恵

まれた環境にあるため，中小企業の発達を促進ぜしめて

おります。次に林業に於て森林茜所有者別に見る時は次

の如く，其大部分が融達の対象とする民有林で，これを

困難な戸数力輔加の一途なたどる傾向にあり藻すため，

家庭余剰労力‘と季節的な余剰労力ぱ町村外の商工業及び

公務自由業への出稼となりますb加うるに近年交通の発

達は地区間の中心地橿原神宮駅を中心として大阪へ1時
間，神戸へ1.5時間，奈良へ50分という様に恵まれて

いるため趣勤者が多く，しかも相当な収えになるため零
細な林業駆帯には年中其労務ガ雛かないため山林労務者

は激減の傾向にあり，林業復興のためいかにしてこれ等

労務を吸収するかが叉大きな問題となるのであります。

6．称産物の生産

地区内に於ける林産物の生産は木炭12,000俵,薪

200,000束，木材21,000石という少数な獄であります

が森林面積と蓄績に対してはなお過重を免れざるも，そ

れに対する消費人口は到底自給を満たすに足らず,多職
の移入に仰いで潴ります。なおこれ等に従事する専業者

は製材業者22名,素材業者11名,薪炭販売業者18名

となっております。

7．市場 、

製材品の販路は主として地区内及び大阪を市場とし，

素材は主として桜井を市場とし，日用品，農産物，機具

機械類は地区内八木,畝勝，今井の各町,奈良方面とし

奥
‐
’
メ

8

、

~
d

一

頚|鳥有|野|鯛鯛罰
面積鍼2"2割21麹' 3‘' 31

画|国有|計
"|s06| 317z7$

所宥渚数に見る時は,其の殆んどが農家でありますが， ､…､…"…＝'当'､'‘=’’秘'､…'''一‘~‘・勢′幻､～勤四~~~"

特異の存在とする25名のいわゆる林業家と称する方が ております。 、
存在する事であります｡地区内民有林2,800町歩の内こ 8．森林組合

れ等の人達は“0町歩（平均エ人当]B町歩全体の20%) 地区内で最も森林面積の多噂､高市村には組合員数550;

を占め，残る2,350町歩を3,600人によって細分化せら 名を擁し活溌な動きを見せて読りま．すが′他は殆んど低
れた1人当6.5反という零細な林業となつ迄おります。 ′調でこれが一段と活動を促すべき必要性を痛感いたして
た拳林業家と称する25人は金緬寸岡橋清左衛門氏を初 おります。

め，八木町平共康吉等吉野郡或は他府県に於ても大森林

を所有する林業家でありまう-。 （2）26年度普及事業計画

5．労働交這 林野庁より指示せられました各重要普及テーマについ

訂項に述べました様に1戸の経営面識動j,さく'加う て'采の指示地区の繕異性を鑑み次の嫌な考え方の下に
ろに逐年人口の増加はこれのみ竃以て生計を維持するに 其方法と苅象による計画を樹立しました。

－26－
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今中&昭和26年度普及実演の内容

い。そこで択伐の普及により林地保全と蓄積維持を計

らなければならない。

2．木材利用の合理化に関するテーマ

イ．薪炭の合理的使用と農家かまどの改善

土地生産力の増強を計る他面家庭燃焼器具の改善に

依り，完全燃焼による燃料使用の節約と家事時間の合

幽6を図る。 ．・

ﾛ.優良窯の脅及と製炭技術の向上
従来実施牡られている製炭法は在来式の窯によるも

のが多く,歩止り，炭化技術患劣るため優良改良窯

（簡易標準黒炭窯）とX識I岐術の普及により優良木炭

、の生産を図る。

3．林業者の利益増進に関するテーマ

イ．特用樹種の造成

気象及土質より桐，稼幅等の生育良好なる事を認め

たので,原野,空地等に栽培し農業経営に不可欠な盗

材を齢すると共に,土地の高度利用と農家経済を増
進せしめる。

ロ．林産食溌の造成

椎茸栽培の普及奨励に依り農山村の栄燕給源と自給

自足，更に進んで市場進出による農家利益の増進に，

林産食糧の高度利用を計る。 、

ハ．搬出施設の技術向上

伐採地が林遣或は町村道附近であれば搬出も容易で

あるが，これ等施設のない処,或は奥地に於ては状況

‘に依り簡易鉄線蓮擬を奨励し，木材の損傷による品質

の保持と土修羅等服二よる林地の崩壊を防止し龍率詮向

上せじある。
ダ

4． 愛林思想の薔及に関するテーマ

イ｡.緑化運動の推進

緑の羽根募金運動左初め家庭の緑,街の緑，工場の

緑,交通の緑,職場の緑等記念植樹を行い，環境を緑

化する事に依り緑の大切であること及び造林意慾の向

上を図るゎ又山火事防止週間を設定し同運動の猛烈な

展開に依り，森林を火災より護る注意力を換起すると

共に一旦火災発生に際しては迅速果敢なる処置の練習
毛

等強い推進を図る･ 、

面．学校林の指導

既設学校林に対しては生藤力の増強詮指導し耒設腿

学校に対してはこれが設腫に努力し，職業科教育と併

進せしめる事に依り愛林思想の向上に努め，ひいては

基本財産の造成を図る。

ハ．森林病虫害の防除指導

森称病虫害の早類発見と適切なる防除指導に依り，

其蔓延或は枯死を防ぎ被害を最少限度に止ある。

1．普及事業計画樹立に当って各テーマに対する

考え方

1．土地生産力壇張に関するテーマ

イ．優良樹苗の養成及造林上の取扱指導

A.伐採跡地早期植職

・ 当地区内2,800町歩の民有林中針葉樹林1,600町歩
に対し500町歩,(31％）の伐採跡地があり，緊障生ﾙ、

〃

茂り放置せられている。これは戦時戦後におげる乱伐

を物語るもので，これを早急に植林し全山緑を以って

覆う様普及するこ.と。

B.優良苗木の自給

従来僅少な植林に於ても樹苗の殆んどが他の地区よ
り雌入せられ,卿不相応或は長途輸送による活着率

の低下等森林経済の原則を忘れられていたので，優良

樹苗の多数生産により自給自足,更に移出にまで進展

せしめ農家経済の向上を計る。

ロ．森林撫育の徹底

吉野林業地帯の機に大森林地帯程撫育がよく行われ

小面識の地区内釣割って等閑視せられているので，下

，刈縄可間伐等撫育指導を徹底極Lめる。

ハ．薪炭林の施業改善

地区内に於ける薪炭林は1,200町歩(全体の42％）

で戦時戦後を通じて早期伐採が行われ，蓄績に於てi
町歩当り46石，総数に於て52,000石という低位に

ある。今仮に地区内の人鳧が1年間にﾕ人平均2石の
燃材を使用するとして，その内50％の1石を薪炭林

のみから癖Fｳｰるとすれば60,000石を必要とし，地

区内の蓄積は1ヶ年にして忽ち伐り尽されて終う事に

なる。ここに思いを致す時如何腱して早期里山の改善

をすぺきか力轤感せられる。

二．林地の保全と択伐奨励

従来の伐採方法は大低皆伐方法左採られ，しかもそ

れ力蛾時,戦後に多かった為現在大面積の跡地植栽に

困っている。のみならず林地保全を考えられていな

今~ヅーーゾー､一新刊紹介一へヘヘヘヘー､へ-､～

横 川 信夫

今圖の就政問題

・森林費源維持増強方策

・林産物の需論と価絡
・農山村経済振興方策

・林業税制

本会発行・￥35（送料共）
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今中：昭和26年度普及実綬の内容
学

（3）普及テーマ普及対象，普及方法

|対 象｜方 一法1…789mn12ﾕ2ヨ
：

’
基本テ ー マ

|｣職の鍵"鋤上
士 （1）伐採跡地造林普及

夢 ．（2）赤枯病防除

地 （3）稚苗立枯病予防

生 （4）苗木の徒長防止

（5）種子採噸糖選貯蔵，

産 （6）挿木苗の菱成

力 （7）床替
（8）播種

の （9）苗木の郵巴

増，（10)苗畑の保謹的設計
（11）地擁植付

強に一一－

’2．間鰯藤青
’ 3講読林の鱸識善

備 考

1.町村名は其町村

蝋び－
2難艤皆惑
3.ボルドー液競測

は4～6斗式

〆

篭 幡“
〃 〃

〃 〃、
戸

〃 〃

〃 〃 ．

一
二
一
二

一
。
一

八
』

グ
ヘ

’

１

｜ 〃 ’一
|瀞爵蕪寶釦

一I″
一
″

－

I

饒毒鐸

閾
〃

|議会'認地指
|鋤指導

鳶騨蟻
韮

Q

2.1Hクラブ活用

蘇
鑛
鼬
禦
麓

全町村

高市，高取 r■

ｌ
Ｌ
２
ａ

桐，綜梠

相葺

簡易鉄線運搬

4Hクラブ活用

1.時用樹種の造成

2.林産食糧の造成

3.搬出施設の技術向上

高市

鰈飛島'阪合
高市，高取

一 －一

年度普及実績と其検討

１
２
３

皇
ぎ

愛
林
思
想
の
普
及

1.緑化運動の推進 全町村 －

一
一2.学稜称の指導

3.森林病虫害の防除指導

諏
諏

－

p

（4）26

実績～‐ 実演

雪警蕊鐺普及、
テ戸マ

'識準力の’ 。｜

……．
及造林指導

驚:墓“
指導映 画漸聞

スライド
対象人員回数回

実地指導

回数

｜｜’ ｜｜ ’
8‘l

l
l 口

258 2 ｡6 1 320 ■

一

－28．－
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今中
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昭和26年度普及実績の内,容
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｜
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灘嬢
の普及腱努塗ない。

28 101 4
垂

イ．伐採跡早期植林と樹苗鍵成

伐採跡地に対する早急植林と優良樹苗生塗に努力し

た結果次の様な成績を収めた。

．（5）顕著な普琢効果の計数的事例
とその検討

1．優良樹苗峨成並に造林指導

年度 ｜丁26 年度 ｢－ W7牢産 一 ’
1
1

2目8年鹿予想’ 25
一 呂 = －－－

封同百錨
I

造林面識前鞠割同百分比卜鶯林面割前年増鏡同百分比面詞前年増識同百分財造林 面穣前
1

年増

④30 ③27④”籍|目･"| ‐卿｜

I雲溌
幽行

苗
生産
状況

万本
e24
0町歩）

6
万本（4

一｜学,7 “7 “4
%I Iel3Wel3I IO 140

前年対
百分比

可雷~壺扇e21 1｡｡・ 45
（35）

Q"2"50
（5動二2ｱ ’ ③16

(27）%’ ⑳120

－

備考

、

－29－



し

今中？昭和26年度普及実績の内容
qF 1

篝壼燐職患
昭和25年

關職’
24,"･本|3｡'20封 ’3%| 119,0O01 2,20･| 2
2．薪競朧施業改善 ・

阪合村に5反歩の展示林を設置しこれをモデルとして

普及の結果阪合村′船倉村’高市村に於て次の如き改善
を見た。

施業改善反別|辱櫟噂|團蕊蕊議た|備考

A.山行苗生産数量と過不足は3年生山行苗にして" 1
町歩当り植栽平均6,000本として算出。

B.薮年度実績も既に判明してい愚た適記戦した。更に

28年度の予想をたてた。

c.28年度に於ては既に管内需要を上廻り'16万本程度

・移出出来る予定に至った。

戸．杉赤枯病防除

優良樹苗薙成にﾖ5．いて最も警戒をぜればならない赤

枯病予防に努力し，各村単位に防除講習会を開き，ボ

ルドー液の調剤法,撒布方法,赤枯菌の発見法等科学

及技術の二方面より指導し，次の事項を各育苗家と申

し合わせ爽行したb

A.消毒日の設定

5月から10月筵海月1回1日及曹6,7,8月の3
ケ月は21日の月2回消毒日とする。なお豪雨鹿風等

の翌日は必ず励行する事｡

B.調剤分斌4～6斗式ボルドー液

。この結果次の如き成果を収ぬた｡，

225町’ 3’｡･･本’ 92,650門

ヨ

なおこれが指灘普及には少なくとも各村1ケ所以上展

示林を設置して，立派なモデル林となる橇推進するつも
りである。

3．綱こう域iの#鯖豊

奈良県緑化推進協議会の指示に依り地区支部に於て，

あらゆる機関あらゆる機会を通じ蛙面的に強力な運動

を展開し次の雛な成果を収めた。

皇
‐
ｄ
タ
テ

施項 目 |、 実議及 び其検討期間｜ 種 実’別

‘細'凰|街…・ '街に擬柵劉･蘂施|霧の鐸…行い羅阿剛綱として卿'，＊
“国|難聴｡‘ |…縁化認念‘･綱|鑑'"と………に繊露奉輝

１
１

■
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
・
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
４
‐
１
１
１
１
１
１
１
１
１
〃
ｊ
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｆ

野瀬陵喜懸驚懲患誰鵜蕊總』
概原神

職錫の緑｜

蒙塵議の｡｜
交通縁の圏 ’

12日

十

13日

職場,職域,環境の緑化

巳

記念植樹の普琢 家庭に於て行われる事を普及 丘

魁日 停車場附近の緑化｜街の緑と合流して溌原神宮駅前に桜8,000本植栽

園屋
一一＝15日 山の緑の日 植樹祭挙行 高取町中学校林に於て挙行

f

緑愛育の日 樹木の愛育手入 各町村一設腫普及

衾鵜灘罎:鰯鍵園蒜,愚“甚篭火溌讓豊山火事防止週間

16日

17日

2』目
4月1日

1
10日 ’ 緩騨瀧瀦霊根5'000本

9
1回

緑化思想普及
旬 間

緑の羽根街頭募金
映一写 会’

4．学樹氷の指導 の霞上売却する頚に町議会の決定をみたという。私幟

A.高取町立高坂中学校林に､っ1,,て 驚きこかはいけない，何とかして立木のみに留めて戴

， 当地区内に於て学校林筵有するのは目下の処高取町 誉，土地は伐採後早急に植栽し，生徒の生きた材料と

中学校のみであるが.昭和25年11月識が当地区を しての職業科教育と山に対する愛着,山詮大切にす湯

担当する雛になり，山を護る次代の生徒からと早速学 心の養成,ひいてほ林業涙興のだめ,‘更には学校基本

校称の指導に出かけた処が,既にユ0日程前新設中学 財産の造成に日夜町長，町議員，有力者に懇請した。

校校舎建築費用捻出のため47年生杉桧立木を土地附 其結果望みが叶えられ立木のみ売却l噂裁決を下され26

－30－
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己

今中'：昭和26年度普及実績の内容

以上の榛に学校林或は校庭蝉緑化の普及指導を通じ

次代を担う生徒を対象とすれば反響も大きく，然かも事

業は成功し易くこれガ端緒として深く林業者に突込み利

益を街らし得る篭の!と確信した。

年1月伐採，26年3月ゆかりの地に植樹祭を挙行し引

続き全山植林した。今高市郡高取町大字上子島字七本
葡

杉1,077番地2町3反歩にスクスク伸び行く杉の惹木

の緑こそ，普及負として蕊の永久に忘れ難,､思い出と

なるでしよぅ。

B. .校庭佼域の緑化

学校林を有しない学校に対し環境の緑化と愛林思想

の酒養,林業に対する智識技術を普及するため指導し

た結果次の様な成績詮納めた。

（6）普及推進上の問題点

’・普及事業制度の確立と人員の拡充

昭和25年7月林業技術管及制度の実施と共に各兵専

門，地区普及員の設置をみ，爾来縦横の活躍により今日

､

学 校 名 ｜面積|値栽樹種|本数|鬮零對其|盲~蚕｢殖識樹種I 他

,!｡,｡"円|鍵鐸讓薔嘩も収…ぁ‘
ノ

,,33"j
740

1，5認

500

100

1”

4,307

針澗葉樹

同上及庭園樹

同

同

南瓜ハ轌

楠

ｌ坂
３

大成中学校

高取中筆校

聖徳中学校

育成小学校

晩成小学校

八木中学校

計

今井町

高取町

高市村

越智岡村

八木町

八木町

1"20" 同上4.2斗播種

130,OOO
Q

50,0m
～

1,0”学校林育成のため

1;500 .同 上

392,500

ａ
と
『

３
１
１
１
４
・１

０

画

着燕其成果を見る事が出来る様になったが，一方農業の のは山を治めるとあります溌洋の東西を間はず古今詮
それと比較ｳぞる時,其人数に於て林業は比較にならない 通じての銘言であります。

現状歪ある。ここに於て其各盈が受持つ仕事の分野につ 産業の原動力，衣食住の総ての給源はこの山でありま

いて考える時，農業のそれは我が国人口の増加と食糧間 す｡窺極いたしますなれば人類の生存を左右するものは
題であって，食濁は年煮輸入を仰がなければ解決の出来 この山であります｡然からぱこの山を治め伸ばし行く者
ない重要な問題で,極言すれば食生活を担当しているが は誰であろうか?日夜山と駁組み末端所有者と接触し,利

紘業はどうであろうか,台湾,樺太,鴨緑江の大資源を 益の向上と生産力の増強に専念する糾業技術普及員であ
失った日本林業の今日，外材を仰がなければこれまた解 ることを自負いたしております｡識員制度液る焔の発
決の出来ない,衣と住の面を担当する重要な役目を持つ 足以来数年,謂はぱ嬰児の域を脱しません力轆七少年，
ている｡更に緑滴た上る山がなけｵ'ば適量の雨水と産業 青年と人体の成長ずるが如く，日本林業の成長を想起し

の根源鋤ﾐす動力諺与える事が出来ない｡言は蛙林業復 わふ一段の努力をつくす考えでおりますので,大方諸賢
興が国家盛衰，人類生凄の源である。ここ漣於てより良 の御叱教を御願いする次第であります。

誉織…立と．人員"充を行って職誉鐸生瀧力の ［壷畷壼霊睡重謹増強に力をつくさねばならない。
この測距儀は森林，

2． 地区普及員の交敏研究会について ： ．

蔦聯繍需地区普及員の多くは自分の塁より外に出る機会がなく ！
又他府県のお互い普及負と相倶に語り1姿する事がないた i
め，自己の小さい区域が金城湯池となり易い故に,普及． で，目標まだの距離を
員相互の連滞とお互いの切瑳琢磨と，限りない努力精進 目標点に達しないで簡易に測定できる。本機は自内基線
左続ける為今回？犬鈍側きものも，毎年継続せられ瀞事 変喚式遥あるから一般の測距儀の様に測定に際して距離
を希望すると共に，全員でも出席出来得るブロック別の の2乗K二凝i例する誤差ができるのと異り距離の1乗に比

例ずるにすぎない具総豊が簡単なので狂いが少い｡墓惑会合も考慮して戴ければ幸いと思います。
の最大20糎，倍率6倍，測定範囲4へ20米，20～100グ 0

結 言 米（切替)，測定誤差は鱈誰の1/100以下b

古い言葉に国を治ある者は水を治めろ。水を治めるも 現在第2回目α犠作中であります｡ 測量指導部
－31－
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これから計画をたてる人々の為めに（'）

〔附〕アメリ'力式の海岸砂産

倉田盆三郎 （枕業試験場･鍵跡）
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第1図

今まで緑化工から除外されている溪床地

－嚥

工砂防造秣のねらい

復旧工事はいつの場合も，現地ごとに一番適合したも

'やでなければならないのに，一定の型がきまってしまっ

て，劃一的になりがちであったように思われる泡すなわ

ち昔の売薬のように，腹いたiこも，頭痛にも，神経痛に

も，この薬なのめぱな粘るという，いわば「万病によろ

しい」式で，ハケ山にも，崩壊地にも，砂地にも，また

地域的には九州も，中国蝿東北でも似たり，よった'り

這，ほとんど成因や環境の差や，地方産業(経済立地）

堂考慮掴‘､ｵ1』ないで，型通り設計書が作られ，実行され

る傾向が強かった。

ヒナ型ができたことは技術の普及には役立ったであろ

うが，治山事業のj壁侯をいちぢるしく害した。
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画

これでは実情にそわないことも多いｵつけで，次第に技 流に出して，水害の源となることもある。山腹は治幽工

術渚の間にも,識者の間にも，もっと現地ごとに適合し の対照となるが,このような場所は谷留工なしただけで

土地産業と結びついた工法ガ窪まれるようになったこと 何等緑化させないことがよくある。ただ田てきた土砂を

も当然であろう。 一応は止ある程度で,根本的な対策とは言えない｡‘もち

すなわち脈，体温，体質などを一入デ･人診察して，遮 るん溪床の長さや，勾配が大きく，流速が大置植栽木

当な…を作り，それぞれ調剤された薬力雍人仁与え が，生育にたえられない場合は別だ瀞,瀬戸内のハケ山

られる如く，治山垂に於ても，個別によく調査して、そ 地諮や（第2図)，岐阜，愛知県の禿山では,緑化工を

の現地に最も適した設計をすることが必要である。 取入れる余地の多い所も少Kない｡王岐津地方では山腹
まず設計書を作る上に，一番重要なことは,､現状を誤 の置職よりも，このような溪床の面積が多L､所もかなり

りなく認識すると共に‘その荒廃の成因をできるだけ詳 あるが,緑化工で安定するよう今後はもつと検諭秘要
b

Uく知ることであり，さらに単に直接的因子だけでな1であろう。

く，その誘因も見逃してはならない。
第2 ’図

一そして土木的工事はあくまで補助手段として坂入れ，
溪床にも緑化工をした例， ．

決してそｵ”§目的であるかのような誤り･を鐙かしてはな

鐘
らない。すなわち目的はまず，その荒廃の原因巻除く対

'策登効果的にすることで，そのために色燕の工事が有効

に行われるべきである。

立溪 間 エ

溪間工は山腹工，植栽工あっての工事で，溪間工あっ

ての山腹工,縮栽工ではな､､はずである。根本的に土砂
の流失を止めないと，たとえ一時は土砂カミ止っても，エ

ンテイが下洗に造ら熱れば，次第に河底が高くなり，却 ・
って水害念多くすることを思い起すべきである。

‘な鐸1図のような溪床地帯は，降雨ごとに土砂を下

間

《
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倉田：これから計画なたてる人為の為めに（砂防造赫講座）

第5図

ハケ山のガリ

、山 腹 エ

山腹工の,ある工霞も，それ力蘂した，それだけの理

由があってのことで,何施でも無難判的に斥けることは，

危険であるが，同時に長い間の伝統や惰性にしばられて

型にはまった設計をすることは考えものであ愚。

すなわち色狩･と現場によって”させたり，省いたり

または新しい工法によることが，より適切なこともある

ことを忘れてはならない。

1．法切

法切は35.が一応標準であるが，45．以上の傾斜でも

安定した山が附近にあることは，よく現実に見られるが

結局は被覆されて治れば安定だふ､う場合が多い。

第3図’
角
睦

しかしできるだけ地ならしをしないですめば，埋めな

いでそのま童緑化工迩行い（第6図)，地ならしは，や

むを得ない場合の最少限度にとどあるようにする。

第6図 、 、
●

従来のような山腹工をしないで，緑化工

（埋幹）をした例

1－両再 甦… ｩ輯 一幸 一篭 ．

ダ

咳

しかし崩かい地で第3図の状態のものでは,Aの部分

から更に崩かいが起って荒廃の源となるから，こんな場

合は法切せねばいけない。往灸こんなのをその輩讓にし

た工事地があるがよくない（第4図)。

第4図

第3図Aな除かない工事地の例

や
』

FI

、
口

｜~

＝ 2.稜苗：ソ凝伏

従諜の積苗工，ソダ伏工は一考を要する。すなわち芝

を凝集した跡が新しい荒廃鋤を作り，ソ漢左採集したが

ために山がまた荒れる危険のある場所でば注意廷ね坪
らない。

、

3．石積

あるハデ山で，床掘して，石積工をスオLで多くの経斐

を使っているので,驚いたことがあるが(第7図)，石

稜工が治山工の中核をなすものと考え，「もしこの石工

事が省かｵ'珈』ぼ，それは治山工事とは言え葦せんよ」ど

言った技術者があったので，なおさら驚いたことがある

、

なおハケ山では原則としては法切をしないが，クシの

歯のよらなガリ侵蝕や（第5図)， リル侵蝕がある場合

は，認じq直栽)工に便なように，それを埋めて，地な

らしをする。これは山の傾斜角を麹上さぜる法切とは本

質的にちがうが，行為がよく似ているので，混同さ熱る

ことがあるが，法罰ではない。あく玄で緑化工のための

地ならしで凹凸を整理するものである。

』

に霞きった現代におL､ても，から「治山工」溌「砂防工」

このよ5な箸5な考えをもった技術者は雲まだ意外に多いことは

遺憾である。またせっかく霧北している処を，設計書に

指示されているからというので，多大の労力で，地被物

－33－



倉田：これから計画をたてる人為の為めに（砂防造赫識幽

．第7図

無駄な石穣エの例
減ずるようにしたい。

あるいは雨の少い地帯では凸部に階段の傾斜をつけて

礫9図，第6図左部)，乾燥しやすい部分に水を導き，

また1幟I帯（階段）を幾分低くして．より多くの保水

に役立たせる（第10図)。このようにして，なお必要と

する場所に，水路工をとりスオもるべきであるが，張石水

路を重点的に谷蛎入坤型はやはり疑問で，これは今
後に残された課題であろう。

第9図

谷部から凸部に傾斜し洵"l帯
■ --.-・ ‐ ･－ 一一一一 一一 一一寺－” ~ ｰ■

■

喰
該

をほいで鱈菱工をしている現場もある鐸8図)。現地

をみないで，作った昔の巖塞式な計画書であるか，ある

いは，一定の型にとらｵうれた頭の持主が設計したためで

あろう。
Q

蕊/8図
認tしている林地を階段作りで荒らしている例

第10図

植溝.を低くした例

L
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鳧
》4．水跡

水跡工も侭とんど･-律に谷部に大きいのが1本入れら

れていることが多いが,水力牲丈通り，全部漆全部その

水跡に集まればよいが,現実にはそうはいかないで，や

はり，水跡以外を認1,て侵蝕をおこし，水跡工はそう役

立っていないことも多い。

そして，法切土砂こうあられた浮土砂の上Iと造った水
跡工力簿土砂の流失のために浮き上って，みにく・い姿を

｡巾

表わしていることも少くない。

まず水をできるだけ全翁緬に等分に流すように考え

て，なおその補助に水路工を入れるようにしたい。

まず雨滴の侭撃力を鱗ずるため砿ご全面を植物で被擾

し，さらに階段（漉共は土事一とくに1艤二E一実行上の

祷哉帯や足場で，貝的でなく，綣浸としてできるものと

考えるが，従来の騨菱と発達過程動漣5｡）で，流璽を

－

（兵庫県治山課） ．

Ⅳ治山事業実行上の三要件

以上要するにとかく治山工の主体は漢間工事と山腹工

喜にあるごとき錯覚におちいりやすい。踵かでも，砂，

石，セメンI､などの無生鋤堵工作することが，あたかも
治山工の本来の目的であるかのように考えがち､である

が，一日も早く脇御し，あくまで雁職工によってのみ，

治山治水”目的力罎しられ鞠二い場合の補足工事であるこ

とを忘れてはならない。もちろん場所によっては量的に

は土木的な工事溌大部分を占めて，そのために多額の攪

用を要する現場もあるわけだが，そｵ芯は単に綣果として

現れた頚例と考えればよかろう。

とかく治山工事は金がかかりすぎるから，安くぜねば

ならぬという意見を聞くが，全く賛成である。しかし，

－34－－－
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倉田：これから計画毒たてる人身の為めに（砂防造林講鬮

それかといって，治山工事を従来より，安くてき‐むよう 大きな欠陥がある。

にすることが目的であってはならないと思う。目的は最 天然に侵入した植物で・拳おわれる前fニワラやソ友が

も現地に適合した工法で，治山効果を発蝉さ蛙ることJ 腐って，被覆効果を減じ，侵蝕された例溌少くない（第

で’その結果として，ほとんど多くの場合,安価にでき 11図)。I職や種をまいて，伏工による被覆を猫へ恥に

る場合が非常に多いというにすぎない。 ずることもでき，また生きた植物で癖をして，伏工を

要するに『治山事業は結局は認じして，土地の生産性 全部省いて，同じ効果をあげることもできる儲12図)。

窟高めることであるが，目的は，最も効果的(Efficacy) 第12図
であることにおいて，そのための手段は最も易しく

ハケ山に草をまいて4カ月目

(Easy》"その繕果として安価(Economy)にできるとい

う3要件(3E)を満足すべきであろう．』

V縁化工

ざ七治山造林を理想的にやるには霞うg緑化工（草,木，

地ならし，穴掘，溝掘，卿巴,播種，さし木(埋翰,枝

まき，埋根，i齢）を主眼におくべきだが，それらの名

について少し<考えてみよう。

1・実まき工：直まきは種子が豊富に入手でき，確実

に早く認上を期待できる種類では適当な方法である。こ

れは原則としては草種においで実行価輝塙い。とくに

ウィーピング・ラブ・グラス(We"inglOvegrass)で 〆

は好ましい． Ⅵ緑ｲ壊用の木と草の軍入れ方
2．植栽:苗木が入手をきれば，これを秩一ｼ春に植栽 さて現実にはどんな草種,樹種をえらぶか遅いうこと

すると’より早く生長し'確実であるから，できれば他 が大きな聞題である。今までのようにマツとハゲシバリ

の方驚によらず苗木龍栽をまず採用するとよい。 、 力標準型となっていて，これを入れて誼れぱそれでよい
3．埋幹，その職さし木(埋幹)，枝まき，提まき， とぎれていた時代ならいざ知らず, I反入れ窟草と木の種

埋浪は経費や喪材の関係上,一応育てられた苗木や草が 類が,多くなってい論現在では，そう簡単にぱいかな
植栽できない場合に1反入れる方法として考えておきた 、い設

い。 一応草と末に関する知識を充分もっているとしても，

4．お話い：お鱈いワラ，ソ交伏は『X鋤が侵入し，
第13図

生育するに必要錘三つの条件①土砂の安定，②水分保 ハ涜山に植えて･1年目のブザマー孝毒
持,③肥料分の存在（補給）を満足する』ので，場合に

；

よっては，とてもすぐれた方法である。

しかし』折角この工法を実行し愈がら種子をまかない
で,天然に飛んできて生育するのを待っているのでは，

第u図

法切浮土砂の流出の例
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無

苗高7寸のもの，現在の高さ12尺
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倉田‘： これから計画をたてる人為の為めに妙防造林識座）
一－

決定臓軽々でき厳い。

すなわち寵づ施工地の状況, とくにその雌近に生活を

営入でいる人煮の意見をよく跡､て，種類決定の参考と

すべきであると患5°

例えI燃料に討づγごいる地方なら薪恢材をとるよう

に，飼料や緑肥に困っているなら飼肥料木草種，その要

求を充すように，また観没木，花木を使い（第13図)，

さらに単に収久を求めるなら特用樹など(第14図)，あ

るいは用材がよいとい弓なら用材をといつ潅具合に礫

15図)，それぞれ(地元の要求を茨<聞いて，．直きるだけ

それに応えるようにすべきであろう。とかくデスクプラ

ンであってはなる叢い°

第14図

ヤシヤプシにヤマモモ混植

Ⅶ緑化工実行上の注意

このようにとるべき工法や，どんな草や木をどのよう

に取入れるか蓮決めれば，実行に移れるが，なお色盈と

手配すべきことがある。ここでとくに附記して話きたL，

ごとは，種苗の入手には充分な余裕をもって準備し，苗

は現場近くに秋までに,遅くとも3月中には集荷してお

き，叢た肥料（とくに噛蕊咽も誤りなく確保して鐺く

ことである。

最近は粒状肥料や園型肥料瀞日本脳鼠溶会社で製造

され,芝本博士の指導で替及していることは喜ばしい

が,石灰と堆肥の準備を忘れてはならない｡なおH鴫に
ついては，次の磯会に述べる。

’Ⅷ海岸砂地造林

1．従来の業績

この講座では海岸砂防について，ほとんど述べなかっ

たが，従来の研究や実施地の例は少くない。とくに原勝

博圭，（砂防造赫)j河田窓博士,(海岸砂丘造林法);"

樫健次郎氏，（砂防造林）の著書や業績ほ,､すぐ”たも

ので，学界において電高<評価されておることはお承知

の通りである。従ってこれまではとくにふれなか‘つた°

しかし新しい海岸砂防や，砂地造林には，従来軽視ま

たは無視されていた草と，肥料木をもづと取入れるべき

であるが，このことについては最近に私愈零いた,。『こ

れからの砂防と緑化に使L､たい草と木(其二）：治山治

水協会(東京都千代田区永田町2～1）発行,価60円‘

〒8円』；『はんのき，やしゃ蕊し編↑全苗タイムス社、

(東京都杉並区天沼2～379）発徒価60円，〒8円』に

述べて鰐いたので，割愛した1，､。なお今後この方面の試

験研究を,前言吠織の蛎指教と,林野庁,営林局署，

都道府県のお援助を得て進めたいと思う。
2．アメリカ式，鵬砂防の一例

次に参考ま･でに，．日本に駐捜しているアメリカ人力穀
、

計した，海岸砂防の一例をあげておきたい。

本年はこの設計をもとに’受講業者が実行することに

なっているが，率のさきがけをなすものとして期待し

たﾙ､。

△
ｄ
Ｆ

ノ

q

k

》

鳧
〉

． （広島県林務部）、

第15′図

荒躍也にハケシ>くりと獄直して成林したヒノキ林

下記須頁を仕織書により茄ﾛ皇のこと，ジョンソン空軍

皇趣図面番号。 。”06～1と1906～Zによる。

(i)第1地区

a)""鍾長さ7$800ブイ－1．を鶏罐30日以内に
鐙豈のこと。

b)サンド･デユン･グラス（ハマニンニク, Elymus
n血Ⅱis) q稲える前，25全一釣一（約10ha)を地なら
しすること。 ．

召
▼
４
頃

(広島県林務部）
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倉田：これから計画をたてる人盈の為めに（砂防造林講座）

エーカーに対し40ポンドとする。

b) 8エーカーに第1地区のe項と同穣の混合種をま

くこと。植付けは春行い，監督官の指示の如くローラー

をかけること。1ェ戸カーあたり300ポンドの割合で，

10－6－6の肥料を種まきの時に施すこと。

(v)第5地区

a)10エーカーを第4地区と同じく種まきすること。

(vi) 第6地区

a) ロート・テイラー(RotoTiller)，またはデスク・

プライアー(diskprior)で，4月1日まで50エーカ

ーを整地すること。10－6－6の肥料で，1エーカーあ

たり300ポンドの割合に施すこと。

b)施肥後第1地区e項と同じく種をまくこと。

c)種まき後，表土の種をおさえるため第4地区及び

第5地区に指示したように5トン・ローラ戸で1回戸一

ラーがけすること。

3．おｵつりに

以上がその概要であるが，注目すべきことは，樹木は

ニセアカシヤに限り，ほとんどマメ科，イネ科の草を密

生させ，できるだけ，冬も青い草を使って，安定するこ

とをねらいとして，その草も家畜の飼料になるものを多

くとり入れていることである。

もちろんアメリカでの方法を，環境のちがった日本海

岸で，そのまま実行できるかは，多少の疑問があるし，

また実行上，指定された草麗子が全部予定通り入手でき

るかも疑わしい。

従って設計の変更もあろうと思われるが，土じよう保

全技術が世界で一番進歩しているアメリカの方法を知る

上に大きな参考となる。

c)サンド・デユン・グラス株を25エーカーに植え

ること。ハマニンニクを常風に直角，1列または砂防垣

に平行に並べること。1エーカーに対し約60,000様を

必要とする(1haに約15万鯛。植付けは大体4月1

日から5月15日までにすること。

d) I畔卜は1エーカーあたり約300ポンドの割合で

(1haあたり約90/)，芽が出ると同時に10-6-6の

肥料を施すこと。

e)25エーカーに対し. 1エーカーあたり40ポンドと

アルタ･フエスク(AltaFescue,Festucaarundinacea)

10ポンド，チユーイングス・ブエスク (ChewingsFe-
scue,Festucarubra,var.comnlnutata) 8ポンド， イ

タリアン・ライ・グラス(Italianryegrass, Lolium
multiflorum) 8ポンド，バミユダ・グラス(Bermuda

grass, Cynodondaclylon) 4ポンド，及びコリアン・

レスペデザ(mreanLespedeza,Lespedezastipulacea)

3ポンドの割合に種まきすること。この地区に10－6－

6の肥料を，1エーカーあたり300ポンドの割合で植付

ける時に施すこと。草霞は9月1日から10月15日の

間にまくこと。

(ii)第2地区

a)ニセアカシャ(Locusttree,Robiniapseudoacacia)

を4尺おきに，各木の間は4尺離し，16列植えること。

各列の長さは約1,500尺。

ニセアカシヤの碧沐は第2地区附近から移しと利用す
る。

(麺）第3地区

a) 5エーカーにサンド･デユン･グラス（前出）株を

風と直角に1列に植えること。1エーカーに対し約60，

000株を必要とする。植付けは4月1日から5月15日

までとする。

b) 1エーカFあたり300ポンドの割合で, 10-6－

6の肥料を，莞茅したら直ちに施すこと。

c)種は1エーカーあたり40ポンドとし，アルタ・

プェスク10ポンド，チユーイングス・ブェスク8ポン

ド，イタリアン・ライ・グラス8ポンド，パミユダ・グ

ラス4ポンド及びコリアン・レスペデザ3ポンドの割合

に混ぜてまくこと。

この地区には10－6－6の肥料を1エーカーあたり

300ポンドの割合で，植える時に施すこと。種まきは9

月1日から10月15日までにすること。

(iv)第4地区

a) 8エーカーに対しパーレー，またはライ・グレン
、

（大麦またはライ麦，barlyorryegrain)22ポンド及

びイ･タリアン・ライ・グラス30ポンドの混合種を契約

後，直ちに，または監督官の指示でまくこと。割合は1

塗
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’
日本林業技術協會の新刊書は
毎月此の頁で紹介致し戎す

－林業普及シリーズ一

No. 35 永井行夫著

しいたけ
価100円（会員90円）〒16円

〔内容〕栽培史・シイタケの学名・生活史・形態・栄養

価値・生理・性・品種・種菌・原木・栽培法・楕木の害

菌・シイタケの乾燥・シイタケ栽培の経営

｡。。新刊案内。。。

一林業技術叢書一

第'2輯詮繍撫蕊田村義男著

践砂防講義實
A5270頁 定価220円
図100葉余 〒 24円

曾て朝鮮に於ける砂防の最高指針であった原著を基と
し，帰国後自ら現地に入って内地砂防の実践から得た体
験によって之を全面的に改訂し，更に近代砂防技術の粋

を取り入れて完成されたの力舜書で，特に本会の乞を容
れて執筆されたものである。

へ~､'､~v､~林業解読シリーズーー､,､,､~‐

第53冊 、 沢田 博

木壷の林業画

国有林になってからの木曾の林業はどうなったか。日
本三大美林の一つの今日の姿，もっとも磯械化された伐
採，運材の実情b戦後の地方林業誌の第一冊｡

第13輯東大教授・農博中村賢太郎著

些
垣 林学入門

第54冊 鈴木時夫
（植林の手引）錯哩鯛

造林に関する参考書は多いが実行の手引になる入門書
は極めて少い。現在造林学の最高権威である博士は多年
に亘る研究や調査,見聞からこの度,真に「樹氷の手引」

となるように本書を特に本会のために執筆さｵした。これ

は造林実行上重要な高度の技術をわかり易く解説された

ものである。林業技術者は勿論，一般の造林実行家には
絶対に見逃せない好伴侶と謂5べきであろう。

植生単位の決定法

正謹謹:蕊辮灘隆悪繊鱗聯
けでは果されない。こ上に鍵が与えられた。

第52冊 岡崎文彬著

林木のなかの水
いずれも価40円〒8円
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片山佐叉著第9輯

油桐ご桐油
大迫元雄著

価80門〒16円（会員70円）

本邦原野に關する研究

B5判・上製函入・211頁・写真108X(原色版16葉）

価650円〒65円

第10輯 飯塚雛著

魚附林の研究

｜
東京都千代田区六番町七

鰻日本林業技術協會
電話(33)7627。9780番

振替口座東京60448番
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第11輯 舘脇操著

樹木の形態(樹木學第'編）
価125円〒16円（会員110円）
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